
関連記事が17ページに掲載されています。
街を、人を、いのちを守る

 令和4年

月号 №22612市
報
市
報

デジタル防災訓練



脱炭素先行地域 佐渡
　2022 年 4月、佐渡市を含む26の自治体が環境省から脱炭素先行地域に選定されました。
　脱炭素先行地域とは、2050 年のカーボンニュートラルに向けて、家庭、事務所、商業施設などの電力消
費に伴うCO2 排出の実質ゼロを実現し、そのほかの温室効果ガスについても、地域特性に応じた排出削減
を実現する地域です。
　この制度は2022年にスタートし、2030年までに100か所の脱炭素先行地域をつくることを目指しています。
　脱炭素先行地域の選定を受けて、環境負荷の低減、エネルギー供給源の多様化、離島特有の災害脆弱
性といった課題解決にくわえ、エネルギー消費に伴う経済的収支の改善やゼロカーボンブランディングなどに
よる地域循環共生圏の構築に向けて、市民の皆さまのご理解・ご協力をいただきながら、脱炭素の取り組み
を進めます。

脱炭素先行地域計画「脱炭素と災害に強い庁舎」を同時実現
【再生可能エネルギーの導入（太陽光発電）】

◆新庁舎屋上に太陽光発電設備

平常時
市役所の消費電力を、将来的に太陽光で発電した電気
で 100％賄うことを目標としています。
◆整備予定場所：新庁舎屋上および市駐車場

脱炭素先行地域計画
　　提案書はこちら➡

uPOINT
今年度、本庁舎など災害活動にお
ける主要施設などに位置付けられ
ている18の公共施設に太陽光発電
設備や蓄電池設備の導入を検討し
ています。

庁舎電力に活用
・照明（LED）
・充電用コンセント

電気自動車を利用し、
必要な場所へ電気を供給
（広い地域をカバー）

＋

災害時

佐渡市新庁舎（防災拠点庁舎） ※令和5年10月完成予定佐渡市新庁舎（防災拠点庁舎） ※令和5年10月完成予定

公用車のEV化と充電設備の整備
（蓄電池を含む）

お問い合わせ　総合政策課地域エネルギー係　☎６３―３８０２

脱炭素先行地域として、このような取り組みを 
推進していきます
・地域ごとの防災拠点への大規模蓄電池配置とネットワーク化
・�デマンドレスポンスを組み込んだエネルギーマネジメントシステムによる 

一元管理と再エネ最大活用
・自家消費再生可能エネルギーの積極・最大限導入
・脱炭素化による、観光ブランディングの展開
・電力販売契約（PPA）モデル開発や滞在型サービス等、新産業育成
・木質発電やソーラーシェアリング（営農型太陽光発電）による農林業活性化
・脱炭素化による、環境教育・環境意識の醸成
・ゼロカーボンチャレンジによるコミュニティ創出・活発化
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市民の皆さまにとって身近な SDGs 未来都市の目標
1人1日あたりごみ排出量1人1日あたりごみ排出量 市内の可能エネルギー

の再生導入量

・マイボトルの持参
・ペーパーレス化や裏紙使用
・�資源ごみの分別（缶、ペット

ボトル、びん等）
・古着のリサイクル　等

・太陽光発電設備の導入
・�電気自動車の購入 
（CO₂削減）
・照明のLED化（CO₂削減）

等

SDGs未来都市 佐渡
　2022 年５月、佐渡市を含む30の自治体が内閣府からSDGs未来都市に選定されました。
　SDGs未来都市はSDGsの理念に沿った基本的・総合的取組を推進しようとする都市・地域の中から、
特に、経済・社会・環境の三側面の統合的取り組みによる相乗効果、新しい価値の創出を通して、持続可
能な開発を実現するポテンシャルが高い都市・地域を選定するものです。
　この制度は 2018 年にスタートし、2024 年までに 210の都市をSDGs未来都市として選定することを目
指しており、これまでに選定された自治体は154になります。
　SDGs未来都市の選定を受け、市民の皆さまのご理解・ご協力をいただきながら、さまざまな社会的課題
の解決と持続可能な地域づくりを進めます。

SDGs 未来都市
計画はこちら➡

SDGs未来都市としてその他にもこのような 
取り組みを推進していきます
◆経済面
・地域経済を刺激する起業・創業等の推進による企業・人材誘致の拡大
・トキ、森・里・川・海・大地、島をまるごと活用したサステナブル観光の推進
◆社会面
・佐渡独自の歴史・文化や島の魅力の発信
・佐渡学の推進と無形文化財の保存・担い手育成
◆環境面
・トキから人へ、共に生きるための有機農業「SADOSAN ORGANIC」の推進
・市庁舎の脱炭素化と離島の防災力向上

お問い合わせ　総合政策課政策推進係　☎６３―３８０２
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決  算  報  告決  算  報  告令和３年度

　皆さんから納めていただいた税金などがどのように使われ、どのように財政が運営されているのかを知っ
てもらうために、市では毎年２回財政事情を公表しています。

◆一般会計
　一般会計の決算額は、歳入が511億8,805万円、歳出は491億9,904万円となりました。
　形式収支（歳入歳出差引）は19億8,901万円の黒字となり、ここから翌年度へ繰越すべき財源5億9,406
万円を差し引いた実質収支は、13億9,495万円の黒字となりました。

市税
49億7,047万円

9.7%

公債費
82億1,482万円 
16.7%

人件費
78億5,159万円 
16.0%

扶助費
54億9,312万円 
11.2%普通建設事業費

69億3,583万円 
14.1%

補助費等
78億2,585円 

15.9%

物件費
58億8,451万円 

12.0%

繰出金
30億2,012万円 
6.1%

積立金
13億340万円

2.6%

投資及び出資金・貸付金
12億4,743万円
2.5%

維持補修費
10億1,085万円 
2.1%

災害復旧事業費
4億1,152万円 
0.8%

固定資産税
23億95万円
46.3%

市民税
20億2,394万円
40.7%

軽自動車税
2億8,327万円
5.7%
市たばこ税
3億5,035万円
7.0%

入湯税 
1,196 万円
0.3%

【市税の内訳】

使用料及び手数料  6億3万円 1.2% その他 自主財源
6億5,818万円
1.3％

地方交付税
212億925万円
41.4%

市債
63億1,601万円 

12.3%

歳入決算額
511億
8,805万円

歳出決算額
491億
9,904万円

市税合計
49億

7,047万円

県支出金
37億 324 万円

7.2%

国庫支出金
61億3,173万円
12.0%

地方消費税
交付金
13億3,909万円
2.6%

地方譲与税
5億3,167万円
1.0%

その他
依存財源
3億1,409万円
0.7%

自主財源※2
116億4,297万円
22.8%

依存財源※1
395億4,508万円
77.2%

繰入金 16億2,815万円 3.2%

繰越金 20億6,840万円 4.0%

諸収入 17億1,774万円 3.4%

〈歳入〉　前年度に比べ22億2,950万円減額となりました。 〈歳出〉　前年度に比べ21億5,011万円減額となりました。
■性質別内訳■

義務的経費※3
215億5,953万円
43.9%

投資的経費※4
73億4,735万円
14.9％　その他依存財源には、地方特例交付金（1億3,067万円）、法人

事業税交付金（5,779万円）、環境性能割交付金（3,784万円）な
どがあります。
　その他自主財源には、寄附金（4億3,316万円）、財産収入（1億
2,160万円）、分担金及び負担金（1億342万円）があります。
※１ 依存財源　国や県から定められた額を交付されたり割り当てられたり

するお金です。
※２ 自主財源　市が自主的に収入することができるお金です。

※３ 義務的経費　毎年必ず必要となる固定的な
支出で、削減が難しい経費です。

※４ 投資的経費　道路・学校・公共施設の整備
など将来に残るものに支出される経費です。

《性質別分類》
公債費…市の借入金返済のために使われたお

金です。
人件費…職員給料のほか、議員や非常勤特別

職の報酬などに使われたお金です。
扶助費…生活保護など社会保障に使われたお

金です。
普通建設事業費…道路・学校・公共施設などの

整備に使われたお金です。
物件費…消耗品や備品の購入、各施設の維持

管理などに使われたお金です。
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民生費…�高齢者、障がい者福祉や子育て支援の充実などに
使われたお金です。

公債費…市の借入金返済のために使われたお金です。
総務費…�行政の運営や市税の徴収、広報紙の発行などに使

われたお金です。
衛生費…ごみ処理や保健事業などに使われたお金です。
教育費…�学校教育の充実や生涯学習の推進などに使われる

お金です。
土木費…道路や住宅の整備などに使われたお金です。
農林水産業費…�農林水産業の振興などに使われたお金です。
消防費…防災や救急活動などに使われたお金です。
商工費…商工業や観光の振興に使われたお金です。
その他…議会費、労働費、災害復旧費です。

◆市債
　市債は、市が大きな事業を実施した時などに借り入
れたお金です。

◆公営企業会計
　公営企業会計は、民間企業と同じような経営をしている事業で、水道事
業会計、下水道事業会計、病院事業会計があります。

◆市の財産
　庁舎、保育園、小・中学校などの土地や建物、市の貯
金にあたる基金などの状況は次のとおりです。

○水道事業会計
区　分 決算額

収益的
収支※5

収入 25億9,081万円

支出 24億1,944万円

資本的
収支※6

収入 15億1,479万円

支出 22億6,700万円

○病院事業会計
区　分 決算額

収益的
収支※5

収入 16億6,414万円

支出 18億529万円

資本的
収支※6

収入 5億4,240万円

支出 4億905万円

○下水道事業会計
区　分 決算額

収益的
収支※5

収入 34億6,524万円

支出 34億2,324万円

資本的
収支※6

収入 17億1,027万円

支出 24億5,532万円

市民一人あたりでは、このくらいのお金が使われました
民生費	 22万2,201円 公債費	 15万7,224円 総務費	 13万4,550円 衛生費	 10万2,569円 教育費	 9万3,520円
土木費	 9万1,911円 農林水産業費	5万8,452円 消防費	 4万3,865円 商工費	 4万2,994円 その他	 1万1,853円

（令和4年3月31日現在の住民基本台帳人口51,295人で計算しています。）

■目的別内訳■　歳出は、目的別（どのような分野の行政サービスに使われているのか）からも見ることができます。

◆特別会計
　特別会計は、特定の事業を行
う場合に一般会計と区分して経
理する会計で、国民健康保険特
別会計など10会計があります。

会　計　名 歳入決算額 歳出決算額 差引残額
国 民 健 康 保 険 61億298万円 59億7,896万円 1億2,402万円
後 期 高 齢 者 医 療 8億1,808万円 8億1,374万円 434万円
介 護 保 険 92億2,807万円 90億227万円 2億2,580万円
小 水 力 発 電 2,703万円 2,703万円 0円
歌 代 の 里 4億6,423万円 4億4,833万円 1,590万円
す こ や か 両 津 6億7,555万円 6億5,194万円 2,361万円
五 十 里 財 産 区 68万円 12万円 56万円
二 宮 財 産 区 258万円 161万円 97万円
新 畑 野 財 産 区 300万円 290万円 10万円
真 野 財 産 区 371万円 307万円 64万円

20億円 40億円 60億円 80億円 100億円 120億円

総務費

民生費

公債費

衛生費

土木費

農林水産業費

教育費

消防費

商工費

その他

113億 9,780 万円

80億 6,482 万円

69億 174 万円

52億 6,129 万円

47億 9,713 万円

47億 1,456 万円

29億 9,828 万円

22億 5,004 万円

22億 540 万円

6億 798 万円

会　計　名 令和3年度末現在高
一　般　会　計 502億6,315万円

特 別 会 計 すこやか両津 1億3,968万円

公 営 企 業
会 計

水 道 事 業 133億1,551万円
下 水 道 事 業 180億3,164万円
病 院 事 業 4億1,276万円

区　分 令和3年度末現在高
土 　 　 地 73,744,587㎡
建 　 　 物 547,615㎡
山 　 　 林 61,752,553㎡
有 価 証 券 4億2,506万円
基　　金　　計※7 180億5,743万円

※７ �基金　特定の目的のために積立て、準備しておく資金のことで、「教
育文化振興基金」、「トキ環境整備基金」などの基金があります。

※5　�収益的収支は、経営活動で発生する利益
とそれに対応する経費です。

※6　�資本的収支は、将来の経営活動に備えて
行う建設改良費や企業債償還金などの
支出とその財源となる収入です。
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皆さんから納めていただいた大切な税金は、さまざまな事業で使われています

令和３年度に行った主な事業の取り組みをご紹介します令和３年度に行った主な事業の取り組みをご紹介します
総務費　69億174万円

■創業・事業拡大等支援事業　5億5,232万円
　特定有人国境離島地域における持続的な居住が可能となる
環境の整備を図るため、雇用増を伴う創業又は事業拡大を行
う民間事業者に対して、その事業資金の一部を支援しました。

■�世界遺産建造物保存整備費　2億5,850万円
　世界遺産に関連する文化財の保存と活用を図るため、その
調査や修理、保存整備事業を実施しました。

民生費　113億9,780万円

■障害福祉サービス費　13億6,115万円
　障がい児や障がい者が、その有する能力や特性に応じ、日
常生活又は社会生活を営むことができるよう、必要な障がい
福祉サービスの提供により障がい児や障がい者の生活を支援
しました。

■多子世帯出産成長祝金事業　3,549万円
　佐渡市に生まれた児童の誕生と健やかな成長を祝うことに加え、
多子世帯の子育てにかかる費用の経済的負担の軽減、移住・定
住の促進および本市の活性化に寄与することを目的とし、対象児
童を養育する保護者に出産成長祝金を支給しました。

衛生費　52億6,129万円

■地域医療の人材育成・確保事業　1億267万円
　市内における医療技術者を確保するため、市内の医療機関に従
事する意思があり、医療技術者養成校に進学する学生への奨学金
の貸与、看護師などの医療技術者への就業・定着支援事業を行い
ました。

農林水産業費　29億9,828万円

■生物多様性戦略推進事業　2,255万円
　GIAHS 認定 10 周年記念フォーラムや田んぼアートなどの
イベントを通じ、市が取り組んでいる地域全体で生物多様性
を高める活動を発信したことで、「トキと共生する佐渡の里
山」の認知度向上につながりました。
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商工費　22億540万円

■企業誘致・スタートアップ支援事業　870万円
　コロナ禍において地方移住への関心が高まっているこの機を
とらえ、ベンチャー企業などの誘致や起業・雇用を創出するた
め、ビジネスコンテストを開催するなど官民連携による受入・
支援体制づくりに取り組みました。

土木費　47億1,456万円

■安全・安心まちづくり事業　2億1,141万円
　道路および河川などの修繕など、主に各集落（地域）からの身近で比較的小規模な要望に対し、広域的
なバランスに配慮しつつ早期の工事発注で、市民の生活環境改善および継続的な雇用の確保を図りました。
　高齢化で実施が難しくなった市道などの維持管理作業を、
地元建設業者に請け負わせることで、受注機会も確保し
ながら業者のさらなる地域貢献を促し、高齢化地域の生
活環境の維持を図りました。

消防費　22億5,004万円

■救急救命対策事業　218万円
　救命医療の高度化などに対応するため、救急救命士を含む救急隊員
の知識、技術を医学的観点から維持・向上させる体制を整備するとと
もに、救急講習を通じて応急手当の普及啓発を図りました。

教育費　47億9,713万円

■奨学金貸与事業　2億6,876万円
　教育の機会均等を図り、本市の発展に資する有能な人材を育成する
とともに、将来にわたる定住を促すため、奨学金の貸与を行いました。

新型コロナ対策事業

■住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金給付事業　6億7,916万円
　新型コロナウイルス感染症の影響が長期化する中、生活・暮らしの支援を目的
として、住民税非課税世帯等に対し、１世帯当たり１０万円の給付を行いました。

■子育て世帯への臨時特別給付金給付事業　6億5,231万円
　新型コロナウイルス感染症の影響を受けている子育て世帯を支援す
るため、18 歳以下の児童を養育する保護者（所得制限あり）に対し、
児童１人につき 10万円を支給しました。

■プレミアどこでも商品券発行事業 2億7,961万円
　新型コロナウイルス感染症の影響を受け、停滞した市内経済の活性
化を図るため、市内の店舗で利用できる３０％のプレミア付商品券を
発行しました。

お問い合わせ　財政課予算係　☎６３―３１１４

商品
券
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佐渡市人事行政運営等の状況
1 職員の任免および職員数に関する状況

2 職員給与の状況
⑴ 職員の平均年齢、平均給料月額および平均給与月額の状況
　（令和４年４月１日現在）
区　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

一般行政職 44.6歳 317,061円 363,859円
技能労務職 49.6歳 279,293円 292,180円

⑵ 職員の初任給の状況（令和４年４月１日現在）
区　分 初任給

一般行政職
大　学　卒 182,200円
高　校　卒 150,600円

注初任給は学校卒業後すぐに採用された場合の月額です。

⑶ 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況 
   （令和４年４月１日現在）

区　分 経験年数10年 経験年数20年

一般
行政職

大学卒 240,700円 312,700円
高校卒 213,000円 285,500円

注�採用前に民間企業勤務経験などがある場合には�
その期間を換算しています。

⑷ 期末手当・勤勉手当（令和３年度）
１人当たり
平均支給額 140万円

支給割合 期末手当
2.45（1.35）月分

勤勉手当
1.85（0.90）月分

加算措置の
状況

職制上の段階、職務の級等による加算措置
・役職加算　5～15％

注�(   )内は、再任用職員に係る支給割合です。再任用職員と
は、定年退職等により退職した後、改めて採用された職
員をいいます。

⑸ 退職手当（支給月数）（令和4年4月1日現在）
区　分 自己都合 勧奨・定年
勤続20年 19.6695月分 24.586875月分
勤続25年 28.0395月分 33.27075月分
勤続35年 39.7575月分 47.709月分
最高限度額 47.709月分 47.709月分

その他加算措置 定年前早期退職者2～20％加算

⑹ 特殊勤務手当（令和３年度）
支給実績 9,170万円
支給職員１人当たり平均支給年額 37万円
職員全体に占める手当支給職員の割合 22.8%
手当の種類（手当数） 12
注�支給された主な手当は、診療手当、特殊診療手当、�
夜間看護手当などです。

⑺ 時間外勤務手当
支給実績（令和２年度決算） 1億8,782万円
職員１人当たり平均支給年額
（令和２年度決算） 17万円

支給実績（令和３年度決算） 2億1,374万円
職員１人当たり平均支給年額
（令和３年度決算） 19万円

⑻ その他の主な手当
手当名 支給実績（令和3年度決算）
扶養手当 1億5,642万円
住居手当 4,926万円
通勤手当 9,983万円

⑴ 職種別採用者数
令和３年４月２日～�
令和４年４月１日

職　種 人数
一 般 行 政 13 
精 神 保 健 福 祉 士 1 
土 木 技 師 1 
保 育 士 4 
保 育 教 諭 1 
看 護 師 8 
消 防 士 5 
臨 床 検 査 技 師 1 
診 療 放 射 線 技 師 1 
薬 剤 師 1 
調 理 員 2 

計 38 

⑵ �令和３年度事由別 
退職者数

令和３年４月１日～
令和４年３月31日

退職事由 人数
定 年 退 職 18 
勧 奨 退 職 19 
自 己 都 合 11 
そ の 他 4 

計 52 

⑶ 部門別職員数（各年4月1日現在）

区分 職員数 対前年
増減数令和3年度 令和4年度

一
般
行
政
部
門

議 会 6 6 0
総 務 155 158 3
税 務 26 25 △ 1
民 生 190 190 0
衛 生 61 60 △ 1
農 水 52 50 △ 2
商 工 26 23 △ 3
土 木 53 52 △ 1
小 計 569 564 △ 5

特
別
行

政
部
門

教 育 115 104 △ 11
消 防 181 180 △ 1
小 計 296 284 △ 12

公
営
企
業
等	

会
計
部
門

病 院 105 108 3
水 道 29 29 0
下 水 道 14 14 0
そ の 他 86 90 4
小 計 234 241 7

合計 1,099 1,089 △ 10

（令和４年度公表）

（人）
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「�佐渡市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づき、人事や給与等の公平性と透明性を高めるた
め、年１回公表しています。

3 職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
⑴ 勤務時間

区　分 勤務時間等

勤務を要する日
毎週月曜日から金曜日までの
週５日間
（国民の祝日および12月29
日から1月3日までを除く）

１日当たりの勤務時間 7時間45分
１週当たりの勤務時間 38時間45分
注一般職の標準的な勤務時間です。
⑵ 休暇制度 
ア　有給休暇の取得状況（令和３年度）

種類 取得実績
年 次 休 暇 平均使用日数 10.1日
療 養 休 暇 取 得 人 数 98人

特
別
休
暇

産 前 休 暇 取 得 人 数 9人
妊産婦の健康診査等 取 得 人 数 3人
産 後 休 暇 取 得 人 数 11人
結 婚 休 暇 取 得 人 数 5人
配 偶 者 出 産 休 暇 取 得 人 数 5人
男性職員の育児参加 取 得 人 数 3人
子 の 看 護 休 暇 取 得 人 数 42人
親 族 死 亡 休 暇 取 得 人 数 92人
父 母 追 悼 休 暇 取 得 人 数 2人
夏 季 休 暇 平均使用日数 4.8日
短 期 介 護 休 暇 取 得 人 数 15人
生 理 休 暇 取 得 人 数 2人
妊娠体調不良休暇 取 得 人 数 3人
骨 髄 提 供 休 暇 取 得 人 数 1人
出 勤 困 難 休 暇 取 得 人 数 69人

イ　無給休暇の取得状況（令和３年度）
種　類 取得件数
介護休暇 0件（人）

⑶ 育児休業等の取得状況 
 （令和３年度中に新たに育児休業を取得した職員）

区　分 男 女 計
育児休業 1人 11人 12人
部分休業 0人 5人 5人

4 職員の分限および懲戒処分の状況 
   （令和３年度）
⑴ 分限処分の件数および処分事由
処分名 事　由 人　数
休職 心身の故障 19人

⑵ 懲戒処分　令和３年度懲戒処分　12人

5 職員の服務の状況
　職員の服務上の基準として、法令等および職務上の命
令に従う義務、信用失墜行為の禁止、秘密を守る義務、職
務に専念する義務、政治的行為の制限、争議行為などの
禁止、営利企業などの従事制限があります。

6 職員の研修および勤務成績の状況 
　（令和３年度）
⑴ 職員研修の実施状況

研修区分 受講者数

階 層 別 研 修 44人

専 門 研 修 43人

先進地視察等研修、その他研修 4人

庁 内 職 員 研 修 744人

⑵ 勤務成績の評価の状況
　職員の能力や適性に応じた適材適所の配置などへの活
用を図ることを目的として、人事評価を年２回実施してい
ます。

7 職員の福祉および利益の保護に関する状況 
   （令和３年度）
⑴ 福利厚生制度に関する状況

人間ドック受診者 746人

一般健康診断受診者 481人

⑵ 公務災害の状況

公務災害 19件

通勤災害 1件

8 �新潟県市町村総合事務組合公平委員会の
業務の状況

⑴ 勤務条件に関する措置の状況
	 令和３年度措置要求　なし
⑵ 不利益処分に関する不服申立ての状況
	 令和３年度不服申立て　なし

9 �職員の退職管理の状況
　平成29年４月１日施行の改正地方公務員法において、
再就職規制に関する規定が新たに定められています。
　市では、改正地方公務員法に定めるもののほか、「職員
の退職管理に関する規則」により、職員の退職管理の適
正化を図っています。		
		
	

お問い合わせ　総務課人事係　☎６３―３１１１
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体験をとおして
警報器のメリットがわかりました‼
寝室と階段は必ず煙式が必要です‼

※佐和田中学校と真野中学校の生徒は動画作成にチャレンジしました。（市ホームページ、公式YouTubeチャンネルに掲載予定です）

【記者会見バージョン】

【説明バージョン】

お家のヒ〜ロ〜「アレアレ
4 44 4

」ついてますか？

住宅用火災警報器住宅用火災警報器ををPRするPRする
ミッションに挑戦しましたミッションに挑戦しました

課題解決型職場体験で

真野中学校 
（10月26日～28日）

佐和田中学校 
（9月28日～30日）

「�いざ」というときに住警器が適切に作動する
ように、定期的に作動確認を行ってください‼

住宅用火災警報器Q＆A

中学生が
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住警器を取り付けよう 効果抜群！ 安心感と耐久力！

中学生でも取り付けられる



「つけよう住警器！守ろ
う自分！」

住警器は火災からあなた
の安全を守ることのでき

る、立派な家族の一員な
のです！

自分の命を捨ててまで家
族を守る誇らしいものな

のです。

住警器、ただの「物」・「
機械」ではなく、「人」

として見るのが妥当だと
思います。

ちょっと何を言っている
の？とか思う方もいるか

もしれないですが、火災
が起きた時に、

呼んで助けてくれる人の
ように声で知らせて助け

てくれます。

しかも一個あたり約三千
円で十年もちます。三千

円で火事の際に命を守れ
れ

ば安いのではないでしょ
うか？　実際に住警器が

あった家では、

住警器によって家人が気
付き消火器により、消火

したため大事に

至らなかったという事例
があります。また住警器

は近所の人にも

警報音が聞こえるような
大きい音になっているの

で、家人が

外出していても近所の人
に聞こえて、火災の早期

発見に

つながったという事例も
多く報告されています。

【チラシバージョン】金井中学校 
（9月8日～9日）

私たちが
　　作りました

お問い合わせ　消防本部予防課　☎５１―０１２３
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　佐渡市ではまだまだ住宅用火災警報器（略して『住警器』）を設置してい
ない世帯、また設置していても必要な場所に設置されていない場合があります。
　今回の課題解決型職場体験学習では生徒達が住警器の重要性を学ぶとと
もに、皆さんに向けての情報発信を考えていただきました。作成した動画等
は市のＳＮＳなどで目に留まるように情報発信を予定しています。

特に『就寝中の早期発見』には
『住警器が効果的』です‼

消防本部からのお知らせ

ご家庭に住宅用火災警報器の設置は
お済みですか？
火災は早期発見が重要‼



健康 要介護フレイルフレイル

�◆「フレイル」ってどんな状態？
健康な状態から要介護状態に移行する手前の状態が「フレイル」です

不適切な生活習慣
・食べすぎ
・飲みすぎ
・喫煙・運動不足

フレイルの段階で適切な対処ができれば、�
健康な状態に戻ることも可能です。

「楽しみや生きがいをもって、健康で過ごしたい」という願いを 「楽しみや生きがいをもって、健康で過ごしたい」という願いを 

叶えるために、健康づくりの「ススメ」をご紹介します。叶えるために、健康づくりの「ススメ」をご紹介します。

「生活習慣病予防」「フレイル予防」のススメ
�◆生活習慣病は進行します
　佐渡市では、高血圧や糖尿病の方が多く、生活習慣病が進行すると
心臓病や脳卒中で亡くなる割合が高くなります。

その１

健康寿命日本一をめざして、

みんなでやらんかさみんなでやらんかさ！！

セルフ

チェック !!

身体の異常
・体重増加
・高血圧・高血糖
・脂質異常　など

動脈硬化の進行
・肥満症　・糖尿病
・脂質異常症
・高血圧症・心臓病

・脳卒中
・糖尿病の合併症
・透析　など

メタボ

重症化
生活機能の低下

要介護状態
死亡　など

生
活
機
能

加齢

このような症状は
　　　　ありませんか？
□体重が減った　　
□握力が弱くなった
□歩くのが遅くなった
□疲れやすくなった
□外出することが面倒になった

　　 ⬇
3つ以上チェックが
ついた場合は要注意‼
フレイルの疑いがあります。

血管が傷つき
はじめる。

血管に変化が
起きはじめる。

血管が破れたり
詰まったりする。
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しっかり食べよう 意識して動こう

お口の健康のススメ
�◆「お口の健康」は歯の問題だけではない
お口の中の状態や機能は、
生活習慣病やフレイルと 
関係します
　口腔内には1,000億から１兆個もの
細菌がいます。口腔内にすみついた
細菌はむし歯や歯周病を招くだけでな
く、歯ぐきの炎症や化膿した場所から
血管に入り、血液によって全身に運ば
れ、さまざまな病気を引き起こしたり
重症化させたりします。

�◆「生活習慣病」も「フレイル」も予防できます

その2

お問い合わせ　健康医療対策課 ☎６３－３１１５　市民課保険年金係 ☎６３－５１１２

1．1日3食を習慣化
2．主食・主菜・副菜をそろえる
3．「副菜」はお惣菜などを上手に使う
4．食事以外に1日1回果物を食べる
5．ゆっくりよく噛み、満腹になるまで食べない

1．無理に運動しようと意気込まない
2．�1日に＋(プラス )10 分身体を動
かすことを意識する

3．歩ける距離は歩く
4．長時間座りすぎず、こまめに立つ
5．�生活の中で身体を動かす場面を
見つける

歯周病が体に及ぼす影響
認知症

狭心症・心筋梗塞
心内膜炎

糖尿病

胎児の
低体重・早産

骨粗しょう症

動脈硬化

がん

肺炎

肥満骨

肺

血管
心臓

子宮

すい臓
おなか

脳

◆「お口の健康」は「からだの健康」
歯が痛くなくても定期的に
歯科医院へ行きましょう
　毎日歯を磨いていても取りきれない汚れや歯石
があります。気づかないうちにむし歯や歯周病が
進行することがありますので、3か月～半年ごとの
受診をおすすめします。

主食

主菜

副菜 牛乳・乳製品

果物

＋

「生活習慣病」も「フレイル」も
   適切な生活習慣で予防できます

家族で
取り組もう

かかと上げ
5回2セット
行う

足首の運動　4秒ずつを2セット行う
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健康フェスティバル「じょうぶら」を開催しました
　佐渡市では、「健康寿命日本一」を目標に、子
どもから高齢者までが生き生きと元気に暮らし、
地域で活躍できるよう、また、みんなで自分の
健康に関心を持って健康づくりに取り組んでも
らうよう、10月を「健康推進月間」に定めました。
　その一環として、10月23日㈰に、トキのむら元
気館を会場に佐渡市健康フェスティバル「じょう
ぶら」を開催。ガンや生活習慣病などの健康に関する講演やセミナー、血管年齢チェックやベジチェックなどのブー
ス、体操教室、親子料理教室などの催しを行い、多くの市民の皆さまに参加いただきました。

からだの健康はお口の健康から 歯科保健表彰が行われました

「健やかな口」と書いて「健口（けんこう）」と読んでいます。歯や口の健康は、こころとからだの健康を保つことに
つながります。健口で豊かな人生が送れるように、歯や口を大切にしましょう！

《佐渡８０２０健口シニア表彰》
　満80 歳以上で、20 本以上自分の歯があり、治療が必要なむし歯が５本以下でひどい歯周病がなく健康な生
活を送っている高齢者の方々が表彰されました。
最優秀賞（佐渡市長表彰）
　川桐　浤二さん（佐和田地区）
優秀賞（佐渡歯科医師会会長表彰）
　川桐　ハツさん（佐和田地区）
　田中　保さん（新穂地区）
優秀賞（佐渡歯科衛生士会表彰）
　吉澤　千代美さん（金井地区）

《さど歯っぴーキッズプロジェクト賞表彰》
　日ごろから歯と口の健康を保ち、昨年度の３歳児健診で 
むし歯ゼロの４組の親子が表彰されました。
・出山　春香さん、紗菜さん親子（両津地区）
・坂下　絵梨さん、凜太朗さん親子（佐和田地区）
・逸見　香里さん、海斗さん親子（真野地区）
・伊禮　竜二さん、咲玖さん親子（真野地区）

むし歯予防のための 
子ども向け合言葉ポスター表彰
　むし歯予防のための合言葉「きれいにみがいてわっ歯っ歯！みんなでいっしょに
わらおうよ」をPRするポスターに使用する図画を市内小・中学生から募集しました。
18人の応募の中から選考の結果、金井小学校２年青木　統さんの作品が優秀作
品として選ばれました。
　合言葉ポスターは市内の歯科医院、市の施設、小・中学校、保育園などに掲示
し、むし歯予防を呼び掛けています。

お問い合わせ　健康医療対策課健康増進係　☎６３―３１１５
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島 話 題の
佐渡の なできごとをご紹介旬旬

〜
税
は
わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
し
を
支
え
て
い
ま
す
〜

令
和
４
年
度 

納
税
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

令
和
４
年
度
納
税
表
彰
式
（
主
催 

佐
渡
税
務
署
・
全
佐
渡
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
・
佐
渡
税
務
団
体
連
絡
協
議
会
）
が
行
わ

れ
、
納
税
意
識
の
向
上
と
租
税
知
識
の
普
及
な
ど
幅
広
い
活
動
に
ご
尽
力
さ
れ
た
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
小
・
中

学
生
、
高
校
生
を
対
象
に
、
税
を
題
材
と
し
た
作
文
や
絵
は
が
き
を
募
集
し
、
優
秀
な
作
品
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
税
は
、
市
の
収
入
の
約
10
%
（
約
50
億
円
）
を
占
め
て
お
り
、
福
祉
や
子
育
て
、
ご
み
処
理
や
救
急
活
動
な
ど
、

わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
し
を
支
え
る
貴
重
な
財
源
で
す
。
納
期
限
ま
で
に
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

11/1611/16

〇佐渡税務署長納税表彰

法人会の功績 金
かね

子
こ

　正
まさ

博
ひろ

 さん

〇租税教育推進校等税務署長感謝状　

租税教育推進の功績 赤泊中学校

〇「税に関する高校生の作文」

佐渡税務署長賞 本
ほん

間
ま

　岬
みさき

 さん（佐渡中等教育学校 4年）

〇中学生の「税についての作文」
関東信越国税局管内
納税貯蓄組合連合会長賞 山

やま

口
ぐち

　真
ま

央
お

 さん（新穂中学校 3年）

佐渡税務署長賞
笠
かさ

井
い

　海
かい

惺
せい

 さん（金井中学校 3年）

村
むら

上
かみ

　茉
まひ ろ

優 さん（南佐渡中学校 3年）
新潟県新潟地域振興局長賞　 栗

くり

山
やま

　　凉
りょう

 さん（両津中学校 3年）

佐渡市長賞　
金
かね

子
こ

　直
な

生
お

 さん（金井中学校 3年）

椿
つばき

　　梨
り

玖
く

 さん（赤泊中学校 3年）

佐渡市教育長賞　

古
ふる

川
かわ

　心
ここ ろ

桜 さん（新穂中学校 3年）

駒
こま

形
がた

　　凌
りょう

 さん（畑野中学校 3年）

村
むら

山
やま

　響
きょうか

華 さん（松ヶ崎中学校 3年）
佐渡税務団体連絡協議会長賞 中

なか

川
がわ

　晶
まさ

稀
き

 さん（畑野中学校 3年）

全佐渡納税貯蓄組合連合会長賞

田
た

澤
ざわ

　遥
はる か

香 さん（両津中学校 3年）

末
すえ

武
たけ

　咲
さ

希
き

 さん（南佐渡中学校 3年）

平
ひら

野
の

　哲
さと る

琉 さん（赤泊中学校 3年）
全国納税貯蓄組合連合会感謝状 前浜中学校

〇税に関する絵はがきコンクール

佐渡税務署長賞　 中
なか

川
がわ

　結
ゆ

比
い

 さん（二宮小学校 6年）

※受賞作品は佐渡市ホームページに掲載しています。 身
近
な
相
談
相
手
�� 民
生
委
員・
児
童
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

　
12
月１
日
、全
国
一
斉
に
民
生
委
員・
児
童
委
員
と
主
任
児
童
委
員
の
改
選
が
行
わ
れ
、2
06
人
が
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
は
？

　
民
生
委
員
は
、地
域
住
民
の「
身
近
な
相
談
相
手
」で
あ
る
と
と
も
に
、「
支
援
へ
の
つ
な
ぎ
役
」で
す
。地
域
住
民
が
抱
え
る
悩
み
や
心
配
ご
と

な
ど
の
相
談
に
の
り
、必
要
に
応
じ
て
専
門
機
関
や
福
祉
サ
－
ビ
ス
等
の
情
報
を
提
供
し
、関
係
機
関
に
つ
な
ぐ
こ
と
に
よ
り
、住
民
自
ら
が
課
題
を

解
決
す
る
た
め
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、見
守
り
活
動
や
各
種
行
事
へ
の
参
加
協
力
、自
主
的
な
地
域
福
祉
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
民
生
委
員
は
、児
童
委
員
を
兼
ね
て
お
り
、子
ど
も
や
子
育
て
家
庭
へ
の
支
援
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
主
任
児
童
委
員
は
、子
ど
も
や
子
育
て
に
関
す
る
支
援
を
専
門
に
担
当
し
、学
校
や
地
域
と
連
携
し
て
児
童
委
員
と
協
力
し
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
良
き
相
談
相
手
と
し
て
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
社
会
福
祉
課
地
域
福
祉
係
　
☎
６
３
－
５１
１３
　

（
敬
称
略
）
　
＊
氏
名
空
欄
は
、欠
員
と
な
っ
て
い
ま
す
。

氏
名

担
当
地
区

川
上

　
真

澄
湊
1,
2,
3

渡
邉

　
　

豊
湊
４
、
若
宮
通

松
田

　
文

苗
湊
５
、
城
の
内

髙
橋

　
和

代
春
日
2,
3,
4,
5

氏
名

担
当
地
区

森
下

　
義

博
夷
1,
2、

春
日
1

本
間

　
広

志
夷
3,
4,
5、

旭
町

齋
藤

　
浩

二
夷
6,
7、

海
岸
通

髙
橋

千
太

郎
夷
8、

神
明
町
、八

郎
兵
衛
町
1

氏
名

担
当
地
区

近
藤

三
惠

子
八
郎

兵
衛

町
2、

築
地

、夷
新

石
塚

　
光

昌
浜
田
1,
2、

栄
町

今
井

理
恵

子
福

浦
1,
2,
3、

歌
代

住
宅

、
中
の
沢

氏
名

担
当
地
区

笹
本

　
芳

広
秋
津
、
緑
が
丘

眞
重

與
四

郎
立
野
、
長
江
、
上
横
山

山
口

　
秀

明
潟
端
、
旭
、
下
横
山

中
村

美
砂

緒
両

津
中

地
区

全
域（

主
任

児
童
委
員
）

氏
名

担
当
地
区

𠩤
田

惠
美

子
下
相
川
、
水
金
町
、
柴
町

本
間

　
隆

晴
大

間
町

か
ら

新
材

木
町

、
栄
町

菱
川

　
民

惠
濁
川
町
か
ら
下
山
之
神
町

中
村

　
千

夏
西

坂
町

、
小

六
町

か
ら

塩
屋
町

本
間

　
政

夫
下
京
町
か
ら
長
坂
町

冨
﨑

千
津

子
新
五
郎
町
か
ら
弥
十
郎
町

渡
辺

　
政

已
諏
訪
町
か
ら
江
戸
沢
町

富
田

　
ル

ミ
羽

田
町
か
ら
五

郎
左

衛
門

町

氏
名

担
当
地
区

野
澤

　
敏

子
三

町
目

か
ら

下
戸

村
の

一
部

東
后

　
昭

一
羽

田
村

の
一

部
か
ら
下

戸
村
の
一
部

秋
野

美
惠

子
下

戸
炭

屋
浜

町
の

一
部

、
下
戸
村
の
一
部
、
鹿
伏

中
川

　
洋

一
大
浦

榎
田

佐
智

子
高
瀬

中
村

　
洋

子
橘

岩
﨑

　
文

枝
橘

（
砂

原
・

山
中

）
、

稲
鯨
（
砂
原
・
西
・
中
村
）

氏
名

担
当
地
区

濱
本

美
津

子
稲
鯨（

東
・
新
田
）、
米
郷

植
本

　
英

子
二
見

小
杉

　
幸

彦
小
川

岡
部

利
栄

子
達
者

森
川

ひ
ろ

み
姫
津

中
村

　
俊

輔
北
狄

野
﨑

　
厚

子
戸
地

石
塚

　
絹

子
戸
中

北
條

　
和

博
南
片
辺
、
北
片
辺

山
本

　
和

行
石
花

本
間

　
憲

夫
後
尾
、
北
川
内

氏
名

担
当
地
区

脇
坂

ま
り

え
北
立
島

近
藤

多
美

子
入
川

朝
山

　
本

章
高
千
（
千
本
、
高
下
）

榎
坂

　
正

光
北
田
野
浦
、
高
下
の
一
部

佐
野

　
眞

澄
小
野
見
、
石
名

菊
池

　
義

晴
小
田
、
大
倉
、
矢
柄

平
腰

　
洋

子
関
、
五
十
浦
、
岩
谷
口

仲
田

　
善

夫
相

川
地

区
全

域（
主

任
児

童
委
員
）

宇
田

志
の

ぶ
相

川
地

区
全

域（
主

任
児

童
委
員
）

氏
名

担
当
地
区

田
望
、野

町
、坂

、中
川
、硲

後
藤

　
五

男
岩

野
町

、新
田

町
、辰

己
、

ホ
テル

八
幡

新
町

、若
葉

、八
幡

諏
訪
、新

町
団
地
、新

町
野
田

関
川

　
聖

子
八

幡
町

、
野

田
地

区
、

野
田
団
地

長
谷

川
浩

章
八
幡
荒
城

土
居

原
広

史
河
原
田
上
町
、
中
町

氏
名

担
当
地
区

中
堀

　
弘

美
佐

高
通

、下
町
の
一

部
、中

原
の
一
部

下
町

浅
岡

　
涼

子
田
町
、
高
浜
町

上
原

　
友

子
下
組

中
組
、
青
柳
寺
団
地

田
浦

　
道

則
上
組

松
本

　
雅

裕
大
上
組

本
間

　
　

勝
中
原
、
コ
ア
中
原

池
田

　
智

真
鍛
冶
町

氏
名

担
当
地
区

清
水

　
京

子
石
田
、
緑
ヶ
丘

水
野

久
美

子
長

木
、

上
矢

馳
、

伊
藤

ア
パ
ー
ト

遠
藤

久
美

子
東
二
宮
、西

二
宮
、市

野
沢

高
本

　
　

清
真
光
寺

本
間

　
信

男
山

田
高

野
、

山
田

尾
山

、
西
山
田
、
青
野

東
窪
田
、
窪
田

仲
川

　
文

子
中
窪
田
、
西
窪
田

松
木

　
範

子
東
大
通

氏
名

担
当
地
区

中
川

　
悦

子
東
野
、西

野
、沢

根
炭
屋
町

山
田

　
京

美
田
中
、
鶴
子
、
沢
根
篭
町

水
上

　
二

郎
田
中
町
、
城
ノ
下

菊
地

　
牧

子
羽

二
生

、
須

川
、

野
坂

、
河
内
、
中
山

渡
部

　
詠

一
沢
根
上
町
、
下
町
、
田
上

髙
橋

　
直

子
佐

和
田

地
区

全
域

（
主

任
児
童
委
員
）

石
井

瑠
美

子
佐

和
田

地
区

全
域

（
主

任
児
童
委
員
）

氏
名

担
当
地
区

中
口

　
勇

雄
大
川
、
羽
二
生

岩
脇

千
代

子
両
尾
、
椎
泊

越
後

　
一

真
木
、
河
崎

大
場

　
憲

榮
下
久
知
、
久
知
河
内

藤
井

惠
美

子
原
黒

氏
名

担
当
地
区

権
代

　
憲

一
住

吉
、

住
吉

団
地

、
神

子
沢
団
地

梅
谷

ま
ゆ

み
城
腰
、
吾
潟

北
野

　
悦

子
東

強
清

水
、

東
立

島
、

野
浦

氏
名

担
当
地
区

小
野

　
一

也
月
布
施

吉
田

　
純

子
水
津
、
片
野
尾

渡
邉

百
合

子
岩
首
、
東
鵜
島

石
塚

富
二

男
豊
岡
、
柿
野
浦

東
　

俊
一

郎
蚫
、
赤
玉
、
立
間

氏
名

担
当
地
区

石
川

　
正

敏
両
津
東
地
区（

河
崎
地
区
）

（
主
任
児
童
委
員
）

山
岸

　
秀

一
両

津
東

地
区（

岩
首

､水
津

地
区

）（
主

任
児

童
委

員
）

氏
名

担
当
地
区

佐
藤

　
辰

夫
南

河
内

・
北

河
内

､赤
井

地
､後

外
城
､新

栄
町

渡
邉

　
正

啓
新
町
、
上
野
、
外
城

松
田

　
憲

子
中
高
野
、
中
高
野
住
宅

遠
見

　
直

樹
向
高
野
、
中
野
、
新
高
野

氏
名

担
当
地
区

廣
川

　
榮

一
舟

場
町

､浜
梅

津
､南

平
沢

、
北
平
沢
､中

屋
敷
､舟

見
町

瀧
本

　
光

夫
白

山
、

白
山

住
宅

､鷺
野

､
学
校
町

高
橋

　
澄

夫
外
羽
黒
、
馬
場
、
大
野

市
橋

　
勝

巳
野
町
、
吉
住
、
駒
坂
、
椿

氏
名

担
当
地
区

石
塚

　
真

守
北
五
十
里
、
白
瀬
、
玉
崎

齋
藤

　
重

樹
和
木
、
馬
首
、
北
松
ヶ
崎

佐
藤

　
一

平
松

、
浦
川
、
歌
見

正
司

　
久

美
黒
姫

、
虫
崎

森
下

　
晴

吉
北
小

浦
、
見
立

澁
谷

　
吉

之
鷲
崎

、
藻
浦
、
榊
原

氏
名

担
当
地
区

濱
田

　
忠

男
願
、
北
鵜
島
、
真
更
川

松
本

　
昭

弘
両

津
北

地
区

（
加

茂
地

区
）
（
主
任
児
童
委
員
）

澁
谷

　
末

廣
両

津
北

地
区

（
海

府
地

区
）
（
主
任
児
童
委
員
）

両
津
地
区
（
両
津
支
所
☎
２
７
－
２
１
１
１
）

相
川
地
区
（
相
川
支
所
☎
７
４
－
３
１
１
１
）

佐
和
田
地
区
（
佐
和
田
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
☎
５
７
－
２
１
１
１
）

○
両
津
中
地
区

○
両
津
東
地
区

○
両
津
北
地
区

氏
名

担
当
地
区

米
津

　
治

東
平
清
水
、
岩
田
、
西
野

久
保

　
政

信
泉

第
1、

泉
第
2

泉
第
3、

泉
第
4、

泉
第
5

藍
原

　
重

雄
藤

津
、
鳥
越

町
小
路
、
岩
野

大
坂

　
子

上
野
口
、下

野
口
、丹

下
坂

吉
田

　
　

浩
本

屋
敷

神
田

　
孝

子
大

和
田

内
田

万
千

代
西

方

氏
名

担
当
地
区

石
橋

　
義

男
木
戸
沢
町
内
会

武
井

　
　

奨
中

央
町

内
会

の
一

部
､尾

花
東

町
内

会
､中

津
町

内
会
の
一
部

本
間

　
美

華
中

央
町

内
会

の
一

部
､中

津
町
内
会
の
一
部

関
根

､唐
崎

､宮
の

下
､寺

沢
､別

当
沢

氏
名

担
当
地
区

壇
塔

、納
内

、出
崎

、仲
小

路
渡

邉
　

義
一

貝
塚

第
1、

貝
塚
第
2

神
山

喜
代

子
吉

井
上

、
吉

井
下

、
吉

井
団
地

加
藤

　
正

晴
馬
場

、中
島
、舟

津
、横

谷
野

田
　

一
雄

吉
井

本
郷
、
安
養
寺

渡
部

　
泰

治
三

瀬
川

上
、松

才
、三

瀬
川

下

氏
名

担
当
地
区

西
田

　
健

司
水

渡
田

北
、

水
渡

田
南

、
晴
和

小
林

　
晴

美
金

井
地

区
全

域（
主

任
児

童
委
員
）

金
井
地
区
（
市
役
所
社
会
福
祉
課
☎
６
３
－
５
１
１
３
）

16市報さど　令和4年12月号



島 話 題の
佐渡の なできごとをご紹介旬旬

災害時に電動車両を支援

三菱自動車工業、販売会社２社と連携協定三菱自動車工業、販売会社２社と連携協定を締結を締結

大切なのは日ごろの備え

佐渡市総合防災訓練を行いました佐渡市総合防災訓練を行いました

一緒に佐渡島の未来を創りませんか？

「佐渡島自然共生ラボ」スタート「佐渡島自然共生ラボ」スタート

10/2810/28

11/1311/13

11/1911/19

　佐渡市と三菱自動車工業㈱、東日本三菱自動車販

売㈱、㈲池野自動車整備工場は、災害時における電動

車両の支援に関する協定を締結しました。災害時の

避難所などの給電活動や、電動車両の災害時における

有用性の周知

や脱炭素社会

の実現に向け

た普及促進に

取り組んでいき

ます。

　佐渡北方沖を震源とする最大震度６強の地震が発生したと

いう想定で、両津地区を会場に、25の関係機関が参加して災

害対応訓練を行いました。また、市内の各地区において、自主

防災会による避難訓練や避難行動要支援者安否確認訓練を行

い災害発生における地域防災力を高めました。併せて福浦地

区（両津）では、デジタル技術を活用した避難訓練を行いまし

た。展示・体験会場では、地震体験や災害用伝言板体験などが

行われ多くの方にご来場いただきました。

　災害はいつ発生するかわかりません。日ごろから避難場所の

確認や、3日から１週間分程度の食料・飲料水を備えるようお

願いします。

　自然資源が豊かな地域の特徴を生かして、産業や

暮らしの豊かさを追求するために「佐渡島自然共生

ラボ」がスタートしました。みんなでアイデアを持ち

寄り、さまざまな試みを展開しながら、自然共生の社

会を実現していくためのしくみです。11月19日には、

佐渡市・新潟大学佐渡自然共生科学センター・㈱Ｎ

ＴＴデータの共催で開設記念シンポジウムを行いま

した。当日は100人を超える来場者で、活発な意見交

換が行われました。

応急救護所設置訓練の様子

市報さど　令和4年12月号17



募
　
　
集

ト
キ
と
の
共
生
座
談
会
開
催

希
望
集
落
を
募
集
し
ま
す

　
ト
キ
の
生
態
や
ト
キ
と
の
共
生
の
仕
方

な
ど
に
つ
い
て
、
説
明
や
意
見
交
換
を
行

う
座
談
会
の
開
催
を
希
望
す
る
集
落
を
募

集
し
ま
す
。

�

令
和
５
年
１
月
・
２
月
の
間
で
集
落
が

希
望
す
る
日

〇
所
要
時
間

　
１
時
間
～
２
時
間
程
度

�

集
落
が
希
望
す
る
場
所
（
お
近
く
の
公

民
館
、
集
落
セ
ン
タ
ー
な
ど
）

・
ト
キ
の
飼
育
繁
殖
状
況

　
・
野
生
ト
キ
の
近
況

　
・
質
疑
応
答
、
意
見
交
換　
な
ど

・

農
業
政
策
課
ト
キ
・
里
山
振
興
係

 

（
ト
キ
担
当
）　
☎
24
―
６
５
５
０

第
15
回　
冬
の
日
本
海
に
新
年

の
願
い
を
叫
ぶ
コ
ン
テ
ス
ト
in
願

（
ね
が
い
）出
場
者
募
集
！

　
新
し
い
年
に
託
す
願
い
を
、
荒
波
く
だ

け
る
厳
冬
の
海
に
向
か
っ
て
叫
ん
で
み
ま

せ
ん
か
？
「
絶
叫
度
」
「
切
実
度
」
「
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
度
」
「
佐
渡
度
」
に
よ
り

審
査
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
上
位
入
賞
者
に
は
地
元
海
産
物
な
ど
豪

華
賞
品
を
贈
呈
！

現
地
で
叫
ぶ
部
門

�
１
月
28
日
㈯
午
前
10
時
30
分

�
外
海
府
・
願
（
ね
が
い
）
集
落
内
福
助

屋
旅
館
前

※
無
料
の
送
迎
バ
ス
あ
り
。（
要
予
約
）

　

�

佐
渡
市
役
所
本
庁
→
佐
渡
汽
船
両
津
港
前
駐

車
場
→
願（
ね
が
い
）（
予
定
）

１
月
26
日
㈭
午
後
５
時
ま
で

ス
マ
ホ
動
画
部
門

　
ス
マ
ホ
撮
影
の
動
画
（
20
秒
以
内
）
を

Youtube

に
限
定
公
開
で
投
稿
し
て
い
た

だ
き
、
Ｕ
Ｒ
Ｌ
と
住
所
・
氏
名
・
連
絡
先

（
電
話
番
号
）
を
メ
ー
ル
で
お
送
り
く
だ

さ
い
。
※
応
募
作
品
は
公
開
し
ま
す
。

１
月
20
日
㈮
午
後
５
時
必
着

主
催
／
佐
渡
國
し
ま
海
道

（
さ
ど
こ
く
し
ま
か
い
ど
う
）

建
設
課
建
設
係

　
☎
63
―
５
１
１
８

応
募
先
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
は

こ
ち
ら

お
知
ら
せ

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を 

使
っ
て
自
宅
か
ら
ス
マ
ホ
で

確
定
申
告
！

　
確
定
申
告
に
は
、
ご
自
宅
か
ら
ス
マ
ホ

や
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
ご
利
用
い
た
だ
け
る
ｅ

─
Ｔ
ａ
ｘ
・
ス
マ
ホ
申
告
が
便
利
で
す
。

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定
申
告
書

等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
へ
ス
マ
ホ
で
ア
ク
セ

ス
す
る
と
、
見
や
す
い
ス
マ
ホ
専
用
画
面

を
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

　

多
く
の
方
が
来
場
さ
れ
る
確
定
申
告
会

場
に
出
向
く
こ
と
な
く
、マ
イ
ナ
ンバ
ー
カ
ー

ド
読
取
対
応
の
ス
マ
ホ
を
利
用
し
て
、ご
自

宅
で
スマ
ホ
申
告
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

も
っ
と
便
利
に
！

・�

給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
を
ス
マ
ホ
の

カ
メ
ラ
機
能
で
読
み
取
る
と
、
記
載
内

容
が
入
力
画
面
へ
自
動
反
映
さ
れ
ま
す
。

・�

令
和
４
年
分
確
定
申
告
か
ら
、
ス
マ
ホ

で
青
色
申
告
決
算
書
・
収
支
内
訳
書
の

作
成
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

※�

令
和
４
年
分「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

は
令
和
５
年
１
月
か
ら
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

佐
渡
税
務
署
個
人
課
税
部
門

　
☎
74
―
３
２
７
６ 

　
（
自
動
音
声
案
内
）

有
　
料
　
広
　
告

若い力で

お手伝い
！
力仕事、高所作業は

ハウスクリーニング・リフォーム

伐採・庭

よろずサービス人力車
緑と生きるいいね！を創る ㈱A.Kグリーンプランニング
佐渡三瀬川628 ☎0259－63－4561

http://jinrikisya-sado.com

●頭打ち ●草刈 ●庭木剪定

●雨樋清掃、補修　●害虫獣駆除
●外壁補修、塗装
●賃貸住宅入退去時清掃

人力車に
お任せください！

《動画で見る
確定申告 》
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公園駐車場 みなと中央公園

おんでこドーム
みなと公園

金井
方面

←

佐渡汽船
ターミナル

佐渡市
両津支所

臨港道路

県道　両津・真野・赤泊線

市営湊駐車場

市
営
湊
駐
車
場
の

　
　
　
定
期
利
用
者
募
集

　
市
営
湊
駐
車
場
を
通
勤
や
航
路
利
用
の

際
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

〇
場
所　
両
津
湊
２
０
０
番
９

〇
期
間

令
和
５
年
４
月
１
日
㈯
～

31

令
和
６
年
３
月
　
日
㈰

〇
使
用
料

　
月　
５
，
０
０
０
円
（
日
割
な
し
）

〇
募
集
台
数　
40
台

１
月
20
日
㈮

　
車
検
証
の
写
し
を
添
付
し
、
申
込
書
を

市
役
所
建
築
住
宅
課
（
本
庁
舎
３
階
）
ま

た
は
、
各
支
所
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
み
多
数
の
場
合
、抽
選
と
な
り
、

使
用
期
間
が
長
い
方
を
優
先
に
決

定
し
ま
す
。

　

申
込
書
は
市
役
所
建
築
住
宅

課
（
本
庁
舎
３
階
）
、
各
支

所
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

に
備
え
付
け
て
あ
る
ほ
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
ま
た
、
市

営
湊
駐
車
場
は
引
き
続
き
一
般

利
用
も
で
き
ま
す
。

建
築
住
宅
課
住
宅
・
都
市
計

画
係

　
☎
67
―
７
４
０
３

有
　
料
　
広
　
告

店舗スタッフ募集!

1,000～1,100円
時給

・クリーニング受付
・コインランドリー店清掃

3時間程度の勤務でもOK
※まずはお気軽にお電話下さい

佐渡市畑野甲403
☎66-3689

公営住宅の入居者を募集します
　入居には、所得要件など申込資格要件があります。詳しくはお問い合わせください。

地区 住宅名称（所在階） 募集
戸数

建築
年度 構造 間取 月額家賃（円）

両　津
大野第1住宅（2階） 1 H9 耐火構造3階建て 3LDK 25,300～49,600

大野第2住宅（3階） 1 H14 耐火構造3階建て 2LDK 38,000【定額】

佐和田 青柳寺住宅（4階） 1 S56 耐火構造4階建て 3DK 16,500～32,400

金　井

吉井住宅B棟（1階） 1 H23 木造2階共同建て 2DK 16,800～33,100

吉井第2住宅 1 H6 木造平屋一戸建て 3DK 17,600～34,600

吉井第3住宅（2階） 2 H15 木造2階共同建て 2LDK 20,800～40,800

木戸沢第3住宅（1階） 2 H9 木造2階共同建て 3DK 53,000【定額】

新　穂 瓜生屋第2住宅 1 H13 木造2階共同建て 3DK 22,800～44,700

畑　野 野高屋住宅団地 1 H19 木造平屋長屋建て 3K 17,500～34,500

真　野 新町団地 2 H12 木造平屋一戸建て 3DK 56,000【定額】

 12月28日㈬ 午後５時　　入居予定　令和5年1月下旬
・  �建築住宅課　住宅・都市計画係　☎６７―７４０３ 

各支所産業建設係、各行政サービスセンター地域支援係

市報さど　令和4年12月号19



20

お
知
ら
せ

年
末
年
始
も
火
の
用
心
！

　
か
け
が
え
の
な
い
生
命
と
財
産
を
守
る

た
め
、
火
の
元
に
十
分
注
意
し
、
火
災
の

な
い
年
末
年
始
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。
お

出
か
け
前
、
お
や
す
み
前
に
は
今
一
度
、

火
の
元
の
点
検
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
適
切
な

設
置
・
維
持
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

特
に
注
意
す
る
点

こ
ん
ろ

・
鍋
を
火
に
か
け
た
ま
ま
離
れ
な
い
。

・�

こ
ん
ろ
の
周
囲
に
燃
え
や
す
い
物
を
置

か
な
い
。

・
衣
服
へ
の
着
火
に
注
意
す
る
。

ス
ト
ー
ブ

・
火
を
消
し
て
か
ら
給
油
す
る
。

・�

ス
ト
ー
ブ
の
周
囲
に
燃
え
や
す
い
物
を

置
か
な
い
。

・�

ス
ト
ー
ブ
の
上
に
洗
濯
物
を
干
さ
な
い
。

電
気
こ
た
つ

・�

電
気
コ
ー
ド
の
劣
化
や
断
線
が
な
い
か
。

か
ま
ど

・
焚
口
に
燃
え
や
す
い
も
の
は
置
か
な
い
。

・
煙
突
が
破
損
し
て
い
な
い
か
。

消
防
本
部
予
防
係   

☎
51
―
０
１
２
３

　
両
津
消
防
署
予
防
係
☎
27
―
３
５
５
５

　
相
川
消
防
署
予
防
係
☎
74
―
０
１
１
９

　
南
佐
渡
消
防
署
予
防
係☎

88
―
３
１
１
９

令
和
５
年
佐
渡
市
消
防 

    

出
初
式
を
開
催
し
ま
す

１
月
８
日
㈰

〇�

市
中
行
進　
河
原
田
本
町
商
店
街 

（
午
後
２
時
～
）

〇�

一
斉
放
水　
佐
和
田
海
水
浴
場
駐
車
場 

（
午
後
２
時
30
分
～
）

〇�

式
典　
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
佐
渡　
大

ホ
ー
ル
（
午
後
３
時
～
）

�

市
中
行
進
・一斉
放
水
は
、天
候
な
ど
に
よ

り
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。交
通
規

制
を
行
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

消
防
本
部
消
防
係　
☎
51
―
０
１
２
０

 「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」が
必
要
で
す

　

傷
病
に
よ
り
お
お
む
ね
６
か
月
以
上
の

期
間
寝
た
き
り
で
、医
師
の
治
療
を
受
け
て

い
る
方
の
お
む
つ
代
は
、所
得
税
や
市
・
県

民
税
の
申
告
の
際
に
医
療
費
控
除
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

　

初
め
て
お
む
つ
代
に
係
る
医
療
費
控
除

を
受
け
る
方
は
、医
療
機
関
で
発
行
す
る

「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」と「
お
む
つ
代
金

の
領
収
書
」が
必
要
で
す
。

　

要
介
護
認
定
を
受
け
て
お
り
、引
き
続

き
控
除
を
受
け
る
方
は
、そ
の
要
件
を
満

た
し
た
場
合
、市
で「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」

に
代
わ
る
確
認
書
を
交
付
し
ま
す
。

高
齢
福
祉
課
介
護
保
険
係

　
☎
63
―
３
７
９
０

ホ
ー
ム
タ
ン
ク
か
ら
灯
油
を

小
分
け
す
る
時
は
、そ
の
場

を
離
れ
な
い
で
！

　
暖
房
器
具
を
多
く
使
用
す
る
冬
期
間
は
、

毎
年
、
灯
油
の
流
出
事
故
が
多
く
発
生
し

て
い
ま
す
。

　
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
か
ら
ポ
リ
タ
ン
ク
へ
小

分
け
す
る
際
に
は
、
そ
の
場
を
離
れ
る
こ

と
な
く
、
作
業
後
は
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の
元

栓
を
確
実
に
閉
め
て
く
だ
さ
い
。

　
油
流
出
を
放
置
し
、
川
な
ど
に
多
量
の

油
が
流
れ
込
む
と
、
水
道
の
断
水
、
農
業

や
漁
業
へ
の
被
害
、
環
境
の
汚
染
な
ど
が

発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
原
因
者
に
は
、

対
策
費
用
や
損
害
賠
償
が
請
求
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　
油
を
流
出
さ
せ
て
し
ま
っ
た
ら
、
元
栓

を
閉
め
て
応
急
処
置
を
施
し
、
最
寄
り
の

消
防
署
や
市
役
所
、
県
環
境
セ
ン
タ
ー
へ

速
や
か
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

消
防
本
部
予
防
課

　
☎
51
―
０
１
２
３

　
生
活
環
境
課
環
境
対
策
係

　
☎
63
―
３
１
１
３

　
佐
渡
地
域
振
興
局
健
康
福
祉
環
境
部

　
環
境
セ
ン
タ
ー

　
☎
74
―
３
４
２
８

医
療
技
術
者
奨
学
資
金 

貸
与
制
度
が
変
わ
り
ま
す

　
医
療
技
術
者
奨
学
資
金
貸
与
制
度
が
、

令
和
５
年
４
月
か
ら
「
看
護
職
員
奨
学
資

金
貸
与
制
度
」
に
変
わ
り
ま
す
。
将
来
、

佐
渡
で
看
護
業
務
に
従
事
を
希
望
す
る
方

へ
、
入
学
金
や
授
業
料
な
ど
を
無
利
子
で

お
貸
し
し
ま
す
。

次
の
す
べ
て
を
満
た
す
方

・�

令
和
５
年
度
に
保
健
師
、
助
産
師
、
看

護
師
、
准
看
護
師
の
資
格
を
取
得
す
る

た
め
の
養
成
施
設
に
在
学
し
て
い
る
学

生
の
方

・�

主
た
る
家
計
の
生
計
者
の
前
年
合
計
所

得
が
７
０
０
万
円
以
下
の
方

・�

佐
渡
市
か
ら
奨
学
金
を
受
け
て
い
な
い

方
・�

将
来
、
佐
渡
市
内
の
病
院
、
介
護
老
人

保
健
施
設
な
ど
に
従
事
し
よ
う
と
す
る

方
募
集
期
間
（
予
定
）

　
令
和
５
年
４
月
上
旬
～
４
月
下
旬

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

健
康
医
療
対
策
課
医
療
対
策
係

　
☎
63
―
３
１
１
５

お
む
つ
代
に
係
る
医
療
費
控
除
を
受
け
る
方
へ

市報さど　令和4年12月号



SADO
 PO

RT LO
U

NGE 
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
を
無

料
で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す

　

SA
D
O
 PO

RT LO
U
N
G
E

を
多
く
の

方
に
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
、
コ
ワ
ー
キ

ン
グ
ス
ペ
ー
ス
を
無
料
で
開
放
し
ま
す
。

�

住
民
基
本
台
帳
に
登
録
が
あ
る
佐
渡
市

民
で
佐
渡
市
民
サ
ー
ビ
ス
カ
ー
ド
の
交

付
を
受
け
て
い
る
方

　

�SA
D
O
 PO

RT LO
U
N
G
E

で
開
催
さ

れ
る
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
者

�

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
２
時
間
ま
で

の
利
用
料
金
が
無
料
。

　

�

イ
ベ
ン
ト
参
加
者
は
イ
ベ
ン
ト
終
了
ま

で
利
用
料
無
料
。

令
和
５
年
2
月
26
日
㈰
ま
で

※�コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペー
ス
利
用
の
市
民
の
方
は
、佐

渡
市
民
サ
ー
ビ
ス
カ
ー
ド
の
提
示
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

※�

予
算
枠
に
達
し
た
時
点
で
終
了
し
ま
す
。ご

利
用
の
際
は
、事
前
にS

A
D
O
 P

O
R
T 

LO
U
N
G
E

へ
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
ホ
ー

ム
ペー
ジ
を
確
認
の
上
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

SA
D
O
 PO

RT LO
U
N
G
E 

　
☎
０
９
０
―
９
３
６
８
―
０
４
７
７

  

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
こ
ち
ら

奨
学
金
の
返
還
を 

　
　
　
　
　
支
援
し
ま
す

　
佐
渡
市
に
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
に
よ
り
居
住
し
、

就
労
す
る
方
の
奨
学
金
を
支
援
し
ま
す
。

�

Ｕ
タ
ー
ン
者
／
申
請
年
の
前
年
に
返
還

し
た
奨
学
金
の
額
お
よ
び
利
息
相
当
額

（
上
限
30
万
円
）

　

�

Ｉ
タ
ー
ン
者
／
申
請
年
の
前
年
に
返
還

し
た
奨
学
金
の
額
お
よ
び
利
息
相
当
額

の
２
分
の
１
（
上
限
15
万
円
）

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方　

　
・�

令
和
３
年
１
月
１
日
以
降
に
佐
渡
市

に
住
民
登
録
さ
れ
た
方
ま
た
は
伝
統

文
化
と
環
境
福
祉
の
専
門
学
校
、
佐

渡
保
育
専
門
学
校
の
い
ず
れ
か
を
卒

業
さ
れ
た
方
。

　
・�

佐
渡
市
に
居
住
し
就
労
し
て
い
る
方

　
・�

国
の
期
間
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
の

正
規
職
員
、
転
勤
に
伴
う
転
入
者
で

な
い
こ
と
。

※�

予
算
枠
に
達
し
た
時
点
で
受
付
終
了
と
な
り
ま

す
。令

和
４
年
12
月
28
日
㈬
ま
で

　
（
令
和
３
年
中
に
返
還
し
た
奨
学
金
）

※�

令
和
４
年
中
に
返
還
し
た
奨
学
金
は
、令
和
５

年
１
月
４
日
以
降
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・

�

移
住
交
流
推
進
課
移
住
交
流
推
進

係

　
☎
67
―
７
１
５
３

　
　
　

  

メ
ー
ル
は
こ
ち
ら

 

野
鳥
の
接
し
方
に
つ
い
て

●
死
亡
し
た
野
鳥
を
み
つ
け
た
ら

　
野
鳥
は
、
寿
命
の
ほ
か
エ
サ
が
捕
れ
ず

に
衰
弱
し
た
り
、
環
境
の
変
化
に
耐
え
ら

れ
ず
死
ん
で
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
、
野
鳥
が
死
ん
で
い
て
も
鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
を
直
ち
に
疑
う
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
た
だ
し
、
野
鳥
の
種
類
に
よ
っ
て
は

検
査
の
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
次
の
場

合
は
鳥
に
触
れ
ず
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

・�

ハ
ク
チ
ョ
ウ
、
ユ
リ
カ
モ
メ
、
カ
モ
な

ど
の
水
鳥
や
、
タ
カ
、
ワ
シ
な
ど
の
猛

き
ん
類
の
死
が
い
を
発
見
し
た
場
合

・�

同
じ
場
所
で
複
数
の
野
鳥
が
死
亡
し
て

い
た
場
合

　
交
通
事
故
や
ガ
ラ
ス
へ
の
衝
突
死
が
明

ら
か
な
死
が
い
は
、
燃
や
す
ご
み
と
し
て

処
分
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
野
鳥
に
近
づ
き
す
ぎ
な
い
で
く
だ
さ
い

・�

野
鳥
の
ふ
ん
が
靴
の
裏
や
車
両
に
付
く

こ
と
で
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル

ス
が
他
の
地
域
へ
運
ば
れ
る
お
そ
れ
が

あ
り
ま
す
。
ふ
ん
を
踏
ま
な
い
よ
う
十

分
に
注
意
し
、
必
要
に
応
じ
て
消
毒
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・�

野
鳥
な
ど
野
生
動
物
の
排
泄
物
な
ど
に

触
れ
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
手
洗
い
・

う
が
い
を
す
れ
ば
、
過
度
に
心
配
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
は
、
野

鳥
観
察
な
ど
通
常
の
接
し
方
で
は
、
ヒ
ト

に
は
感
染
し
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

正
し
い
情
報
に
基
づ
い
た
冷
静
な
行
動
を

お
願
い
し
ま
す
。

�

県
佐
渡
地
域
振
興
局
健
康
福
祉
環
境
部

　
環
境
セ
ン
タ
ー 　
☎
74
―
３
４
２
８

　
生
活
環
境
課
環
境
対
策
係

　
☎
63
―
３
１
１
３

「
佐
渡
市
暮
ら
し
応
援
券
」 

         

発
行
の
お
知
ら
せ

�

佐
渡
市
に
住
所
の
あ
る
世
帯
の
う
ち

「
佐
渡
市
灯
油
購
入
費
助
成
事
業
」
お

よ
び
「
佐
渡
市
物
価
高
騰
に
対
応
す
る

緊
急
生
活
支
援
事
業
」
の
対
象
と
な
ら

な
い
世
帯
の
世
帯
主

支
給
額
／
１
世
帯
あ
た
り
１
万
円
分
の
応

援
券
（
商
品
券
）

利
用
期
間
／
令
和
４
年
12
月
７
日
㈬
～
令

和
５
年
２
月
12
日
㈰

支
給
方
法
／
対
象
と
な
る
世
帯
へ
直
接
郵

送
し
ま
す
。
申
請
な
ど
の
手
続
き
は
不
要

で
す
。

事
業
者
の
皆
さ
ま
へ

　
取
扱
店
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
申

請
の
方
法
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

�

高
齢
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

　
☎
63
―
３
７
９
０

 

取
扱
店
舗
情
報
は
こ
ち
ら

お
願
い

市報さど　令和4年12月号21



22

お
知
ら
せ

令
和
４
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
で
整
備
し
ま
し
た

　
（
一
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
充
実
・
強

化
を
図
り
、
地
域
社
会
の
健
全
な
発
展
と

住
民
福
祉
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と

し
て
、
宝
く
じ
の
受
託
事
業
収
入
を
財
源

と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
宝
く
じ
の
助
成
を
受
け
て
、
新
穂

地
区
の
大
野
区
で
は
、「
地
域
の
祭
り
で

使
用
す
る
衣
装
や
太
鼓
な
ど
の
備
品
」
を

整
備
し
ま
し
た
。

地
域
づ
く
り
課
地
域
づ
く
り
係

　
☎
63
―
４
１
５
２

　
活
用
し
て
く
だ
さ
い
！  

　
　
　
２
０
２
３
年 

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
カ
レ
ン
ダ
ー

　
佐
渡
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は「
だ
ま
さ
れ
な
い
た
め
の
十
ヶ
条
」カ
レ
ン
ダ
ー
を
佐
渡
警

察
署
と
共
同
で
作
成
し
、毎
年
12
月
上
旬
に
市
内
の
全
戸
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、令
和
４
年
９
月
に
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
の
出
前
講
座
を
受
講
し
た
佐
渡
総
合
高

校
２
年
生
か
ら
提
出
さ
れ
た
作
品
も
掲
載
し

ま
し
た
。

　

追
加
配
布
を
ご
希
望
の
方
は
、佐
渡
市
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 

☎
57
―
８
１
４
３

（
受
付
時
間
／
平
日
の
午
前
９
時
～
午
後
４
時
）

【確定申告・市県民税申告の受付のご案内】
申告会場は大変混雑が予想されますので、ご自宅から e-Tax を利用した申告にご協力ください。

受付会場 受付期間（※土・日曜日、祝日は除く）
アミューズメント佐渡　はまなすホール 
※佐渡税務署による所得税確定申告受付と合同開催
受付時間　午前９時～午後４時

２月１６日（木 ）～３月１５日（水）

市役所両津支所　２階　相談室
受付時間　午前 9 時～ 11 時 30 分、午後 1 時～ 4 時 ２月１６日（木 ）～３月１５日（水）

市役所相川支所　2階　市民ホール
受付時間　午前 9 時～ 11 時 30 分、午後 1 時～ 4 時 ２月１６日（木）～３月   ８日（水）

赤泊総合文化会館　３階　多目的ホール
受付時間　午前 9 時～ 11 時 30 分、午後 1 時～ 4 時 ２月１６日（木）～２月２４日（金）

小木地区公民館（小木行政 SC）　２階　学習室
受付時間　午前 9 時～ 11 時 30 分、午後 1 時～ 4 時 ２月２７日（月）～３月   ６日（月）

市役所羽茂支所　１階　会議室
受付時間　午前 9 時～ 11 時 30 分、午後 1 時～ 4 時 ３月   ７日（火）～３月１５日（水）

佐和田を除く国仲地区及び南部地区は地区割あり。詳しくは、1月 10 日発行の各戸配布のチラシをご確認ください。
※２月 16日㈭から３月 15日㈬までの期間、佐渡税務署庁舎では申告相談を行っておりません。
※還付申告の方で２月 15日㈬以前に確定申告書を提出される方は佐渡税務署で受け付けます。

【R4年分収支内訳書書き方相談会のご案内】
　事業所得および不動産所得がある方は、収支内訳書の作成が必要です。収支内訳書を初めて作成する方
を中心に、「書き方相談会」を市役所本庁および各支所で開催します。
確定申告に関すること　佐渡税務署　☎７４－３２７６（自動音声案内）

　市・県民税申告、収支書き方相談会に関すること　　税務課市民税係　☎６３－５１１０または、各支所

市報さど　令和4年12月号



マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
付
与
対
象

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の 

申
請
期
限
は
12
月
末
で
す

　
最
大
２
万
円
分
の
ポ
イ
ン
ト
が
も
ら
え
る

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
請
を
ご
希
望
の
方
は
、

12
月
末
ま
で
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交

付
申
請
が
必
要
で
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
申
請
は
、

市
役
所
本
庁
舎
、各
支
所
・
行
政
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
で
受
け
付
け
て
い
る
ほ

か
、ケ
ー
タ
イ
シ
ョッ
プ（
佐
渡
市
内
は
ド
コ

モ
シ
ョッ
プ
佐
渡
店
、au
シ
ョッ
プ
佐
渡
、ソ
フ

ト
バ
ン
ク
佐
渡（
順
不
同
））で
も
カ
ー
ド
交

付
申
請
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
交
付
申
請
に
必
要
な
顔
写
真

の
撮
影
か
ら
申
し
込
み
手
続
き
ま
で
無
料

で
行
っ
て
い
ま
す
の
で
お
気
軽
に
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。ま
た
、スマ
ー
ト
フォン
な
ど
で

の
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
、郵
送
に
よ
る
申
請
も

可
能
で
す
。

　
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
対
象
期
間
終
了
日
が
近

づ
く
と
、カ
ー
ド
申
請
窓
口
が
混
み
合
う
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、カ
ー
ド
作
成
を
お

考
え
の
方
は
お
早
め
の
申
請
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
込
み
に
は
、Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
決
済（
〇
〇
ｐ
ａ
ｙ
な
ど
）や
電
子
マ

ネ
ー（
交
通
系
の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
な
ど
）、ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
な
ど
の
キ
ャッ
シュレ
ス
決
済

サ
ー
ビ
ス
が
必
要
で
す
。マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の

対
象
と
な
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
を
ま
だ

お
持
ち
で
な
い
方
は
、併
せ
て
申
請
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

既
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の

方
で
、マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
し
込
み
を
さ
れ

て
い
な
い
方
も
申
し
込
み
手
続
き
が
可
能
で

す
。

※�

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
し
込
み
期
限
は

令
和
５
年
２
月
末
ま
で
で
す
。

　

今
後
、運
転
免
許
証
と
の一
体
化
な
ど
い

ろ
い
ろ
な
局
面
で
の
利
用
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。こ
の
機
会
に
、ぜ
ひ
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
関
す
る
こ
と

市
民
課
戸
籍
係 

☎
63
―
５
１
１
２

　
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
に
関
す
る
こ
と

　
総
務
課
デ
ジ
タ
ル
政
策
室

　
☎
63
―
５
１
３
９

　

�

ま
た
は
、各
支
所
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
、金
井
地
域
セ
ン
タ
ー（
本
庁
舎
１
階
）

土と

地ち

家か

屋お
く

調ち
ょ
う

査さ

士し

無
料
相
談 

～
建
物
の
登
記
名
義
は
誰
で
す
か
？
～

建
物
表
題
登
記
に
は
申
請
義
務
が
あ
り
、
申
請
を
怠
る
と
罰
則
も
あ
り
ま
す
。

1
月
11
日
㈬　
午
後
2
時
～
4
時　

金
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

相
談
は
予
約
制
で
、
予
約
受
付
時
間
は
平
日
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
で
す
。

    

※
空
き
が
あ
れ
ば
、当
日
受
付
も
し
ま
す
。

・

土
地
家
屋
調
査
士
会
佐
渡
支
部　
☎
55
―
３
１
１
７

確定申告などにおける医療費控除のお知らせ
　医療費控除とは、納税者が自分または自分と生計を一にする配偶者やその他の
親族のために支払った医療費を税額計算時の所得から控除できる制度です。
　その年の１月1日から１２月３１日までの間に支払った医療費が一定の金額以上あ
る場合に対象になります。

　控除を受ける場合は、「医療費控除の明細書」の作成が必要です。医療保険
者から送付される医療費通知や医療機関等に支払った領収書などを基に計算して
ください。
　医療費の領収書は自宅で５年間保存する必要があります。
　詳しくは、国税庁または市ホームページをご覧いただくか、 
お問い合わせください。
�確定申告に関すること　佐渡税務署　☎７４－３２７６（自動音声案内）�
市・県民税申告に関すること　税務課市民税係　☎６３－５１１０

総
所
得
金
額
等
が

200万円以上の人
１年間に
支払った
医療費

１年間に
支払った
医療費

保険金など
で補てんさ
れる金額(※)

保険金など
で補てんさ
れる金額(※)

200万円未満の人

10万円

総所得金額等
× ５ ％

※生命保険・社会保険・共済組合等からの給付金・損害賠償金など

－ －

－ －

（
（

（
（

市報さど　令和4年12月号23



市役所の年末年始休業日のお知らせ
（空欄：通常業務）

　 12月 1月
28日㈬ 29日㈭ 30日㈮ 31日㈯ 1日㈰ 2日㈪ 3日㈫ 4日㈬

市役所、各支所・行政サービスセンター
☎ 63-3111（代表）
出生や死亡など戸籍の届け出は、
休業日も宿日直が受け付けます。

休 休 休 休 休 休

両津病院　☎ 23-5111
急患は休業日も受け付けます。 休 休 休 休
相川診療所　☎ 74-3121 休 休 休 休 休
赤泊診療所（内科）　☎ 87-2033 AMのみ 休 休 休 休
赤泊診療所（歯科）　☎ 87-3170 休 休 休 休 休 休 休 休
小木診療所　☎ 81-4500 休 休 休 休 休 休
佐渡市休日急患センター
☎ 63-3121（佐渡総合病院） 
◎受付時間：9:00 ～ 16:00

休 休 休 ◎ ◎ ◎ ◎ 休

佐渡市防災センター　☎ 51-0119
（消防本部） 休 休 休 休 休 休
佐渡市消費生活センター　☎ 57-8143
消費者ホットライン☎188も休業です。 休 休 休 休 休 休
あいぽーと佐渡　☎ 67-7633
（インフォメーションセンター） 休 休 休 休 休 休
おーやり館　☎ 67-7275
（相川観光交流センター） 休 休 休 休 休 休
ふすべ村　☎ 88-3616 休 休 休 休 休 休
赤泊自然休養村管理センター
☎ 87-3121 休 休 休 休 休 休
マリンプラザ小木　☎ 86-3200
（南佐渡総合案内所） 休 休 休 休 休 休
サンライズ城が浜　☎ 87-3215 休 休 休 休 休 休
あかどまり城が浜温泉　☎ 87-3215 休 休 休 休 休 休
SADO PORT LOUNGE 
☎ 090-9368-0477 休 休 休 休 休 休
きらりうむ佐渡　☎ 74-2215
（佐渡金銀山ガイダンス施設） 休 休 休 休 休 休
佐渡ジオパークセンター　☎ 27-2162 休 休 休 休 休 休
トキの森公園　☎ 22-4123
◎ 12/28 資料展示館のみ開館
（入館無料）

◎ 休 休 休

トキ交流会館　☎ 24-6040 休 休 休 休 休 休
市内体育施設　☎ 27-2162
（佐渡スポーツハウス、陸上競技場など） 休 休 休 休 休 休
佐渡市総合体育館　☎ 67-7645
◎営業時間：9:00 ～ 17:00 ◎ ◎ 休 休 ◎ ◎
両津総合体育館　☎ 27-7080
◎営業時間：9:00 ～ 17:00 休 休 休 休 ◎ ◎
平スキー場　☎ 63-4050
◎営業時間：9:00 ～ 16:00 ◎ 休 休 休 ◎ 休
アミューズメント佐渡　☎ 52-2001
（佐渡中央文化会館） 休 休 休 休 休 休
佐渡市松ケ崎総合センター
☎ 66-3111 休 休 休 休 休 休
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12月 1月

28日㈬ 29日㈭ 30日㈮ 31日㈯ 1日㈰ 2日㈪ 3日㈫ 4日㈬
トキのむら元気館　☎ 22-4800 休 休 休 休 休 休
金井東部地区コミュティセンター
 ☎ 63-4152 休 休 休 休 休 休

佐渡海洋深層水分水施設　☎ 81-2611 休 休 休 休 休 休
各地区公民館
問い合わせは、各地区教育係へお願いします。 休 休 休 休 休 休

図書館・図書室　☎ 63-2800
（�中央・両津・小木・さわた・真野・ 
畑野・羽茂・赤泊）

※相川・新穂図書室は12月28日から1月4日まで休館。

休 休 休 休 休 休

各子育て支援センター　☎ 63-3126 休 休 休 休 休 休
両津郷土博物館　☎ 52-2447 休 休 休 休 休 休 要予約
相川郷土博物館　☎ 52-2447 工事のため、令和６年3月 31日（予定）まで休館中
赤泊郷土資料館　☎ 87-3141 休 休 休 休 休 休
佐渡博物館　☎ 52-2447 休 休 休 休 休 休
佐渡国小木民俗博物館　☎ 52-2447 休 休 休 休 休 休
佐渡植物園　☎ 52-2447 休 休 休 休 休 休
史跡佐渡奉行所跡　☎ 52-2447 休 休 休 休 休 休
新穂歴史民俗資料館　☎ 52-2447
冬季休館：令和 5年 2月末まで。 冬季休館

幸丸展示館　☎ 52-2447
冬季休館：令和 5年 2月末まで。 冬季休館

相川技能伝承展示館　☎ 52-2447 要予約 休 休 休 休 休 休 要予約
畑野鳥越文庫　☎ 52-2447 休 休 休 休 休 休 休 休
日本アマチュア秀作美術館
☎ 52-2447 休 休 休 休 休 休

12月31日㈯から1月3日㈫まで
ごみ収集とクリーンセンターは
休業します
　地区によってはごみの収集パターンが変更になっ
ているところがあります。ごみ収集カレンダーをご
確認いただき、ごみを出す日、種類を間違えないよ
うご協力をお願いします。

年末年始のごみの処分は
計画的に‼
　年末年始はごみの搬出量が特に増える時期です。
年末の自己搬入などによる混雑や集積所のごみの
量が多くなることが予想されますので、早めのごみ
出しにご協力ください。

し尿収集休業日
12月29日㈭から1月3日㈫まで

  アプリで収集日がわかる‼
  ごみ分別アプリ

「さんあ～る」「さんあ～る」を
  ご利用下さい‼

生活環境課クリーン推進係　☎63-3113

　「さんあ～る」は、お住い
の地区のごみの収集日など
をお知らせするアプリです。

インストールは　
こちらから→
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家屋（建物）の取り壊しや用途変更をした場合はご連絡ください
　固定資産税は、毎年１月１日に土地・家屋・償却資産を所有している方に課税される税金です。
　次に該当する方は、令和５年度から課税内容が変更となる場合がありますので、12 月 28 日㈬まで
にご連絡ください。※�市の担当者が現地確認済みの場合は、連絡不要です。
・�家屋を取り壊した場合（一部取り壊しも含みます）
・家屋の用途を変更した場合（店舗から住宅への改修など）
・家屋を新増築した場合

税務課固定資産税係　☎６３―５１１０

（事業用資産を所有している方へ）
令和５年度固定資産税（償却資産）の申告をお願いします
■申告が必要な方
　�　令和５年１月１日現在、市内で工場や商店、農業や漁業などの事業をしている個人や法人で、以下に
該当する資産を市内に所有する方。

■償却資産の対象
　�　税務署に提出する確定申告または市民税申告で減価償却として算入される資産のうち、構築物・建築
設備・工具・器具・備品等が対象です。ただし、リース資産は除きます。

■償却資産の例
業種 主な資産

農 業 大型特殊自動車に該当する農耕作業用自動車、農機具（脱穀機、籾摺機、乾燥
機等）など

漁 業 漁船、漁網、魚群探知機、船外機、冷凍・冷蔵装置　など
小 売 業 陳列棚、陳列ケース、レジスター、ルームエアコン　など
飲食サービス業 テーブル、椅子、厨房設備、冷凍冷蔵庫、ルームエアコン　など
建 設 業 ブルドーザー、パワーショベル、フォークリフト　など

※ �小型特殊自動車に該当する農耕トラクタのみにけん引される農耕作業用トレーラは、軽自動車税（種別割）の対象です。償却資産と
して申告されている場合は、償却資産台帳からの抹消手続きが必要です。

※ �小型特殊自動車に該当する乗用トラクタや田植機、コンバイン、ショベル・ローダ等は軽自動車税（種別割）の対象です。申告をされ
ていない場合は、税務課市民税係まで申告をお願いします。

■償却資産の対象とならないもの
①土地　　②建物（家屋として固定資産税の対象となるもの）
③無形減価償却資産　　④使用可能期間１年未満の資産
⑤少額償却資産（取得価額が１０万円未満の資産で法人税法等の規定により一時に損金算入されたもの）
⑥�一括償却資産（取得価額が２０万円未満の資産で法人税法等の規定により３年間で一括して均等償却
するもの）

⑦自動車税（種別割）および軽自動車税（種別割）の対象となるもの
※乗用でない農業用機械は固定資産税の対象となり、償却資産の申告が必要です。

■申告期間　　令和５年１月４日（水）から１月３１日（火）まで
■申告先　�市役所税務課（本庁舎１階）または、各支所・行政サービスセンター税務担当の窓口へ申告書

を提出してください。申告書は窓口および市ホームページから入手できます。
お問い合わせ　�償却資産の申告に関すること　　　　　　　税務課固定資産税係　☎６３―５１１０�

軽自動車税（種別割）の申告に関すること　税務課市民税係　　　☎６３―５１１０
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　食べ残しや賞味期限が近いなどの理由で、まだ食べられる食品が捨てられて 
しまう「食品ロス」。日本でも毎年約600万トンの食品ロスが発生しています。

サドッキーが目印です‼ 「手前から取って」
　佐渡市消費者協会では食品ロス削減のための活動に取り組んでいます。
平成 29 年に「牛乳は手前から取りましょう」と呼びかけるカードを作成
し、市内のスーパーに配布しました。
　この度、デザインを変更し、自然豊かな佐渡のシンボルであるサドッ
キーと、「SDG ｓ未来都市マーク」を掲載した新しいカードを、スーパー、
ドラッグストア、コンビニエンスストアに配布しました。
　牛乳などの食品を購入する時は、手前に陳列されているものから手に取
ることで売れ残りによる廃棄の回避につながります。できること、身近な
ところから、食品ロスを減らしましょう。
お問い合わせ  佐渡市消費者協会  ☎５７―８１４３（佐渡市消費生活センター内）

忘年会・新年会で 「食品ロス削減！」
　忘年会・新年会など宴会でお料理を残さず食べきるために、「適量注
文」と「３０・１０運動」にご協力をお願いします。
　「３０・１０運動」とは、宴会で開始３０分間の「味わいタイム」と
終了前１０分間の「食べきりタイム」など、しっかり食べるための時間
を設けることです。
※食べきれなかった料理を持ち帰る場合は、お店の方に確認しましょう。

３つの「きり」で「生ごみの減量・食品ロス削減！」
　ご家庭で簡単に取り組める３つの「きり」で生ごみの減量
と食品ロスの削減にご協力ください。

①作った料理の食べ「きり」
・作り過ぎないように調理し、できるだけ残さず食べる。
・残りものは冷蔵か冷凍保存を活用し忘れずに食べる。

②食材の使い「きり」
・定期的に冷蔵庫内の整理整頓を行い食材の在庫を把握しておく。
・買い過ぎないように計画的な買い物を心がける。
・期限切れを防ぐために消費（賞味）期限を把握しておく。

③生ごみの水「きり」
・三角コーナーの生ごみや水切りネットは、ごみ袋に入れる前にできる限り水分をしぼる。
・可能な物は捨てる前に乾燥させる。

お問い合わせ　生活環境課クリーン推進係　☎６３―３１１３

食品ロス削減食品ロス削減のために、�
ご協力ください

10月20日にお渡ししました
（マツヤ金井店）
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　地域おこし協力隊に着任して 1 年半以上たちました。私
は岩首昇竜棚田と言われる棚田の保全と活用を基軸に岩首
集落の活性化を目的とした団体に所属しています。
　今年度は、棚田の新しい価値や活用を模索する目的で、春
先の田んぼを活用した「どろリンピック 2022」や「tanada 
de Yoga」などを始めとした棚田でのイベントなどを仲間と
企画・運営しました。棚田で何ができるかという実験的な試
みでしたが、棚田という農業の環境を楽しく遊び、学べる場
所にするべく、いろいろなことがわかってきました。今後の
岩首昇竜棚田をどうやって繋げていけるか、残り半分の活動
の中で組織づくりや仕組みづくりに挑戦したいと思います。
　皆さんもぜひ、佐渡の美しい棚田に足を運んでいただき、
そこに住んでいる人の暮らしに注目していただけると幸い
です。
地域づくり課地域づくり係　☎６３―４１５２

岩首地区担当　村
むら

山
やま

　凜
りん

太
た

郎
ろう

お米を作るだけが 
棚田じゃない地域おこし協力隊

地域の魅力をサポー
トします

われら

　

松
ヶ
崎
小
学
校
で
は
、「
こ
こ
で
な

ら
で
き
る
こ
と
、
こ
こ
で
し
か
で
き

な
い
こ
と
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
松
ヶ

崎
の
環
境
と
伝
統
を
生
か
し
、地
域
・

家
庭
・
学
校
が
一つ
に
な
っ
て
、
一
人
一

人
が
輝
く
学
校
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

１　
伝
統
の
遠
泳
大
会

　

令
和
４
年
度
は
残
念
な
が
ら
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
で
中
止
と
な
り
ま

し
た
が
、
第
91
回
を
数
え
る
伝
統
的
な

行
事
で
す
。
近
年
の
児
童
数
の
減
少
に

対
応
し
、
コ
ー
ス
や
距
離
の
設
定
を
保

護
者
・
地
域
と
一
緒
に
考
え
実
施
し
て

い
ま
す
。
当
日
は
小
中
連
携
校
と
し
て
、

中
学
生
も
ス
タッ
フ
と
し
て
サ
ポ
ー
ト
し

ま
す
。

　
「
疲
れ
た
け
れ
ど
、
こ
の
日
の
た
め

に
練
習
し
て
き
た
成
果
が
で
て
よ
か
っ

た
。」
と
、
完
泳
し
た
達
成
感
と
満
足

感
で
、
笑
顔
が
溢
れ
ま
す
。

２　
子
ど
も
鬼
太
鼓
発
表
会

　

文
化
祭
に
は
、
子
ど
も
鬼
太
鼓
発

表
会
を
行
い
ま
す
。
学
区
の
地
区
に
は

そ
れ
ぞ
れ
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
鬼
太
鼓

が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
自
分
の

地
区
の
神
社
や
公
民
館
な
ど
に
集
ま
り
、

地
域
の
方
々
を
指
導
者
に
、
練
習
を
始

め
ま
す
。
当
校
で
は
「
島
留
学
」
を
推

進
し
て
い
ま
す
の
で
、初
め
て
「
鬼
太
鼓
」

に
触
れ
る
ご
家
庭
も
増
え
て
き
て
い
ま

す
。
初
体
験
の
子
ど
も
も
「
打
て
る
よ

う
に
な
っ
て
う
れ
し
い
。」
と一
生
懸
命
練

習
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　

温
か
く
熱
心
な
地
域
の
み
な
さ
ん
の

お
か
げ
で
、
伝
統
の
文
化
と
思
い
が
し
っ

か
り
伝
承
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
鬼
太
鼓

を
打
つ
（
舞
う
）
子
ど
も
た
ち
の
姿
は

本
当
に
凛
々
し
い
で
す
。

学
校
教
育
課　
☎
58
―
７
３
５
１

「どろリンピック2022」の様子

岩首昇竜棚田から登る朝日 【撮影　中島慎吾】

地
域
と
と
も
に
松
ヶ
崎
小
学
校

やったぞ完泳‼遠泳大会
～松ヶ崎海岸にて～

子ども鬼太鼓発表会
～文化と思いの伝承～
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少
子
高
齢
化
と

そ
れ
に
伴
う
人
口

減
少
が
進
む
中
で
、

労
働
者
の
人
手
不

足
と
い
う
問
題
が

生
じ
て
い
ま
す
。
看
護
師
も
例
外
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

当
院
で
は
、
若
い
世
代
に
看
護
の
魅

力
を
伝
え
、
看
護
に
対
す
る
認
識
や
理

解
を
深
め
て
も
ら
い
、
看
護
職
を
志
す

動
機
付
け
と
な
る
機
会
の
場
と
し
て
、

新
潟
県
看
護
協
会
の
推
進
事
業
で
も
あ

る「
高
校
生
１
日
看
護
師
体
験
」を
行
っ

て
い
ま
す
。

今
年
は
４
名
の
高
校
生
が
参
加
し
ま

し
た
。
実
際
に
白
衣
を
着
用
し
、
血

圧
・
脈
拍
測
定
、
車
い
す
や
ス
ト
レ
ッ

チ
ャ
ー
を
使
用
し
た
搬
送
体
験
、
点
滴

の
滴
下
調
整
な
ど
の
看
護
体
験
を
行
い

ま
し
た
。
感
染
予
防
対
策
の
た
め
、
患

者
さ
ん
と
の
ふ
れ
あ
い
体
験
は
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
先
輩
看
護
師
か
ら
看

護
の
魅
力
や
役
割
、
経
験
談
な
ど
の
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

参
加
し
た
高
校
生
か
ら
、「
看
護
師

の
仕
事
は
大
変
だ
け
ど
、
そ
の
分
や
り

が
い
を
感
じ
る
仕
事
だ
と
い
う
事
が
分

か
り
、
改
め
て
看
護
師
に
な
り
た
い
と

思
い
ま
し
た
」
な
ど
、
今
回
の
体
験
事

業
で
看
護
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
た

印
象
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

過
去
に
こ
の
看
護
師
体
験
に
参
加
し
、

看
護
師
を
目
指
し
、
現
在
当
院
で
働
い

て
い
る
看
護
師
も
い
ま
す
。
今
後
も
こ

の
事
業
を
通
し
て
、
将
来
の
看
護
師
を

目
指
す
高
校
生
を
応
援
し
、
近
い
将
来

一
緒
に
働
け
る
日
が
来
る
こ
と
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

市立病院から

こんにちはこんにちは
両
津
病
院
　
副
看
護
部
長
　
鈴
木
　
幸
子

高
校
生
看
護
師
体
験

今回は、市の「佐渡島の金山」を現地で学ぶ取り組みについてご紹介します。
【親子で歩く佐渡金銀山】

10月２日㈰に西三川砂金山のある笹川集落を、10月15日㈯に
は、国の史跡に指定された新穂銀山を散策し、それぞれ市内の
小学生とその保護者の皆さんが参加しました。
散策では、地域のガイドなどが遺跡の歴史や、魅力を紹介し、

参加者からは、「昔の歴史をたくさん知ることができて楽しかっ
た。」「子供にもわかりやすかった。」と感想が寄せられました。
【佐渡金銀山遺跡現地見学会】

10月30日㈰に、上相川地区で最新の調査内容を発表する現
地見学会を開催しました。
約２時間かけて、山中を散策し、地域のガイドによる説明や、

市職員による調査報告があり、見学会は好評に終わりました。

市では、今後も佐渡金銀山の魅力や価値をお伝えする取り組
みを企画していきますので、皆さまのご参加をお待ちしておりま
す。

世 界 遺 産 登 録 に 向 け て

世界遺産推進課　☎６３―５１３６

「佐
さ ど

渡島の金山」を学ぶ取り組み②
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地 区 名  住 所 名 氏　　　　名 保護者 たんじょう

両　津 河崎 山　口　タヅ子 88 10. 1
　〃 長江 髙　野　千枝子 84 10. 3
　〃 下久知 本　間　英　行 66 10. 5
　〃 両津夷 本　間　幸　榮 83 10. 7
　〃 原黒 藤　井　静　枝 91 10.10
　〃 加茂歌代 長　嶋　　　房 82 10.15
　〃 羽吉 市　橋　惣　一 90 10.15
　〃 立野 原　田　幸　央 87 10.18
　〃 両津福浦三丁目 甲　斐　道　雄 69 10.21
　〃 両津湊 髙　野　シズエ 104 10.26
　〃 両津夷 中　川　紀　元 88 10.29
　〃 両津夷 中　川　幸　子 86 10.30
　〃 長江 梅　本　義　長 76 10.30
　〃 赤玉 東　　　フ　ミ 93 10.30
相　川 稲鯨 岩　﨑　克　人 52 10. 1
　〃 関 相　馬　セ　ツ 96 10. 8
　〃 稲鯨 岩　﨑　𠀋　夫 91 10.13
　〃 二見 坂　下　ハツヱ 94 10.14
　〃 相川小六町 小　杉　陽　子 89 10.18
　〃 相川大工町 杉　山　キ　ヨ 88 10.18
　〃 二見 橋　本　フミヱ 96 10.30
佐和田 沢根篭町 村　田　テ　ツ 96 10. 4
　〃 河原田諏訪町 伊　藤　美智子 79 10. 4
　〃 沢根 羽　藤　トシヱ 95 10. 5
　〃 真光寺 坂　下　達　雄 92 10. 5
　〃 河原田本町 多　田　禮次郎 96 10. 8
　〃 河原田諏訪町 野　塚　靜由貴 72 10. 8
　〃 河原田本町 池　　　昌　映 67 10.11
　〃 沢根五十里 本　間　昭　夫 92 10.12
　〃 鍛冶町 本　間　ハルエ 96 10.14
　〃 東大通 松　柴　サダ子 87 10.19
　〃 二宮 平　野　ミヨ子 87 10.21
　〃 河原田諏訪町 清　水　マツヱ 100 10.22
　〃 沢根五十里 中　川　ミ　チ 88 10.25
　〃 八幡町 齋　川　三千子 89 10.29
　〃 河原田本町 最　上　　　　 88 10.29
　〃 上長木 伊　藤　允　叔 84 10.29
　〃 東大通 杉　山　重　信 79 10.31
金　井 中興 島　津　キヌ子 91 10. 1

金　井 金井新保 大　屋　チ　ヨ 99 10. 4
　〃 千種 吉　田　昌　子 92 10.19
　〃 中興 堀　　　初太郎 89 10.27
　〃 吉井本郷 仲　川　　　毅 94 10.29
新　穂 新穂北方 相　田　絹　枝 84 10. 3
　〃 新穂大野 小　杉　ア　ヤ 90 10. 6
　〃 新穂大野 髙　橋　　　章 82 10. 8
　〃 新穂瓜生屋 佐々木　龍　一 82 10.10
　〃 新穂青木 堀　口　浩　一 77 10.11
　〃 新穂瓜生屋 檜　田　かつよ 80 10.12
　〃 新穂瓜生屋 古　藤　トミ子 101 10.21
　〃 下新穂 引　野　　　晃 83 10.22
畑　野 目黒町 今　川　明　男 84 10. 2
　〃 畑野 中　川　シ　ノ 97 10. 4
　〃 畑野 渡　邉　和　郎 74 10.16
　〃 寺田 本　間　美代子 87 10.21
　〃 松ケ崎 　　池　リ　ツ 95 10.25
　〃 栗野江 細　野　ミ　ヨ 92 10.25
　〃 畑野 余　湖　政　次 94 10.26
　〃 松ケ崎 榎　　　貞　子 83 10.29
　〃 宮川 大　澤　　　稔 87 10.30
真　野 真野新町 笠　井　春　夫 84 10. 3
　〃 田切須 佐々木　愼　吾 81 10. 4
　〃 豊田 池　田　　　孝 91 10.23
　〃 竹田 遠　藤　アサミ 88 10.24
　〃 四日町 逸　見　サ　チ 93 10.27
　〃 西三川 金　田　　　和 70 10.27
小　木 木流 金　子　　　孝 53 10. 1
　〃 小木金田新田 清　水　　　枝 73 10. 6
　〃 小比叡 金　子　正　江 84 10.10
　〃 小木町 金　子　義　文 77 10.11
　〃 小木町 佐々木　キ　ヌ 95 10.15
　〃 小木町 岡　崎　　　健 83 10.22
　〃 田野浦 田　中　益　夫 77 10.25
　〃 小木町 鈴　木　サ　ト 90 10.25
　〃 小木町 髙　津　マツエ 103 10.28
羽　茂 羽茂本郷 北　嶋　雅　夫 70 10. 3
　〃 羽茂本郷 榊　　　壽　平 93 10.10
　〃 羽茂大橋 　　和　八千代 86 10.16
赤　泊 莚場 西　野　ナ　ツ 85 10.18

金　井 金井新保 大　屋　チ　ヨ 99 10. 4
　〃 千種 吉　田　昌　子 92 10.19
　〃 中興 堀　　　初太郎 89 10.27
　〃 吉井本郷 仲　川　　　毅 94 10.29
新　穂 新穂北方 相　田　絹　枝 84 10. 3
　〃 新穂大野 小　杉　ア　ヤ 90 10. 6
　〃 新穂大野 髙　橋　　　章 82 10. 8
　〃 新穂瓜生屋 佐々木　龍　一 82 10.10
　〃 新穂青木 堀　口　浩　一 77 10.11
　〃 新穂瓜生屋 檜　田　かつよ 80 10.12
　〃 新穂瓜生屋 古　藤　トミ子 101 10.21
　〃 下新穂 引　野　　　晃 83 10.22
畑　野 目黒町 今　川　明　男 84 10. 2
　〃 畑野 中　川　シ　ノ 97 10. 4
　〃 畑野 渡　邉　和　郎 74 10.16
　〃 寺田 本　間　美代子 87 10.21
　〃 松ケ崎 　　池　リ　ツ 95 10.25
　〃 栗野江 細　野　ミ　ヨ 92 10.25
　〃 畑野 余　湖　政　次 94 10.26
　〃 松ケ崎 榎　　　貞　子 83 10.29
　〃 宮川 大　澤　　　稔 87 10.30
真　野 真野新町 笠　井　春　夫 84 10. 3
　〃 田切須 佐々木　愼　吾 81 10. 4
　〃 豊田 池　田　　　孝 91 10.23
　〃 竹田 遠　藤　アサミ 88 10.24
　〃 四日町 逸　見　サ　チ 93 10.27
　〃 西三川 金　田　　　和 70 10.27
小　木 木流 金　子　　　孝 53 10. 1
　〃 小木金田新田 清　水　　　枝 73 10. 6
　〃 小比叡 金　子　正　江 84 10.10
　〃 小木町 金　子　義　文 77 10.11
　〃 小木町 佐々木　キ　ヌ 95 10.15
　〃 小木町 岡　崎　　　健 83 10.22
　〃 田野浦 田　中　益　夫 77 10.25
　〃 小木町 鈴　木　サ　ト 90 10.25
　〃 小木町 髙　津　マツエ 103 10.28
羽　茂 羽茂本郷 北　嶋　雅　夫 70 10. 3
　〃 羽茂本郷 榊　　　壽　平 93 10.10
　〃 羽茂大橋 　　和　八千代 86 10.16
赤　泊 莚場 西　野　ナ　ツ 85 10.18

地 区 名  住 所 名 氏　　　　名 年 　 齢 ご 命 日

う  ぶ  ご  え

お  く  や  み

両　津 梅津 渡　邉　結　稀 秀侑 9.22
　〃 両津夷 原　　　颯　汰 和宏 10.25
相川 相川小六町 伊　藤　稜　馬 健太郎 9.27
　〃 入川 池　田　千　華 勲 10.  1
佐和田 中原 石　川　翔　夢 直人 9.25
　〃 長木 宮　野　瑚　都 春輝 10.  5

佐和田 中原 本　間　　　周 勇太 10.  6
　〃 中原 大　川　蒼　生 拓真 10.10
　〃 東大通 大　澤　來　愛 陸 10.12
　〃 市野沢 川　岸　奏　大 嵩明 10.12
金　井 金井新保 森　田　　　朱 哲史 10.13
　〃 大和 佐々木　祐　斗 亮祐 10.20
畑　野 宮川 近　藤　このみ 中也 10.19

（ゆずき）

（そうた）

（りょうま）

（いちか）

（とむ）

（こと）

（あまね）

（あおい）

（くう）

（かなた）

（あかね）

（ゆうと）

（このみ）

（単位：人・世帯）

※承諾いただいた方のみ掲載しています。

地区名 男 女 合計 世帯数
両 津 5,457(  -6) 5,917(  -5) 11,374(  -11) 5,249(   -2) 
相 川 2,739(   -9) 2,848(   -6) 5,587(  -15) 2,768(   -3) 
佐和田 4,059(   -2) 4,183(  -14) 8,242(  -16) 3,987( -12) 
金 井 3,005(   -2) 3,163(   -1) 6,168(    -3) 2,809(     5) 
新 穂 1,673(   -3) 1,758(    4) 3,431(    1) 1,609(    4) 

地区名 男 女 合計 世帯数
畑 野 1,919(  -6) 2,099(   -4) 4,018( -10) 1,786( -7) 
真 野 2,097(  -4) 2,283(   -2) 4,380(   -6) 1,846(   2) 
小 木 1,224(  -5) 1,275(   -4) 2,499(   -9) 1,075( -1) 
羽 茂 1,445(  -7) 1,575(  -3) 3,020( -10) 1,185( -3) 
赤 泊 1,075(    2) 1,051(   -3) 2,126(   -1) 845(  -1) 

○人口と世帯数　10月31日現在　かっこ内の数値は前月からの増減
佐渡市　男 24,693人（‒42人）女 26,152人（‒38人）合計 50,845人（‒80人）世帯数 23,159世帯（‒18世帯）

30市報さど　令和4年12月号

戸籍の窓 10.1～10.31届出

市民課戸籍係　☎６３－５１１２



ジオパーク、推進日記 140

　10月23日、日本ジオパーク全国大会白山手取川大会が石川県白山市で開催されました。大会の中でポス
ター発表の企画があり、佐渡ジオパークから両津小学校、真野小学校、小木小学校のジオパーククラブの代
表5人が参加しました。クラブの時間に調べた学校周辺のジオパークに関する内容をポスター（模造紙）にま
とめ、ジオの魅力を多くの方々へ気持ちをこめて説明することができました。両津小学校は「加茂湖の生物」、
真野小学校は「椿尾石と砂浜海岸の貝類」、小木小学校は「海底火山でつくられた大地」について発表しまし
た。同じ佐渡島内の学校でも三者三様の発表内容は、全国から訪れた見学者に佐渡ジオパークの奥深さを
伝えることができました。

�社会教育課ジオパーク推進室（佐渡ジオパーク推進協議会事務局）☎２７―２１６２

市民課人権啓発係　☎６３―５１１２　

多様な性を尊重し、認め合う社会へ

性のあり方を表す表現
■S O G I と は 	� 性的指向（Sexual Orientation）と性自認（Gender Identity）の頭文字をとった言葉で、

少数派だけでなく、多数派を含めた全ての人の性のあり方を表現した言葉です。
■性的マイノリティとは 	� 「セクシャルマイノリティ」「性的少数者」とも言います。同性が好きな人やこころの性とか

らだの性に違和感を感じる人などのことを言います。
■Ｌ Ｇ Ｂ Ｔ Ｑ と は 	� レズビアン、ゲイ、バイセクシュアル、トランスジェンダー、クエスチョニングの頭文字をとっ

た言葉ですが、それらを含む性的マイノリティの総称としても使われることもあります。

性的思考 Ｌ レズビアン
同性を好きになる女性

Ｇ ゲイ
同性を好きになる男性

Ｂ バイセクシャル
異性も同性も好きになる人

性自認 Ｔ トランスジェンダー
こころとからだの性が一致しない人

Ｑ ※クエスチョニング
性自認と性的指向が明確ではない人

※�Qはクィアを表す場合もあります。以前は「奇妙な」「風変りな」といった意味の差別的な言葉でしたが、現在は性的マイノリティを包
括する肯定的な言葉として使用されています。

■LGBTQだけじゃない？
　他にもアセクシュアル（恋愛感情や性的欲求を持たない人）、アロマンティック（恋愛感情は持たないが性的欲求
を抱くことがある人）、パンセクシュアル（性別にこだわらず好きになる性が様 な々性のあり方の人に対して向いている
人）、X（エックス）ジェンダー（こころの性が男性・女性に当てはまらないと感じている人）など、性のあり方は多様です。

ジオパーク
　　クラブ大活躍大活躍！！！！

両津小学校ジオパーククラブ 真野小学校ジオパーククラブ 小木小学校ジオパーククラブ

市報さど　令和4年12月号31



SDGs未来都市

佐渡市は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。

佐渡市メール
配信中

SNS で情報発信中

Twitter Facebook LINE
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令和４年度令和４年度
佐渡市消防本部防火ポスター佐渡市消防本部防火ポスター
消防本部では、学童期の防火教育の一環として市内の小学生から
防火ポスターの図案を募集しました。
応募いただいた作品を審査した結果、次のとおり入賞者が決定しました。
最優秀作品は、消防本部オリジナルポスターとして、市内の小学校や店舗などで掲示します。

低学年の部
学校名 学年 氏名 題名

最優
秀賞

二宮
小学校 3年 桝

ます
谷
や

くるみ
お家時間
火の元かくにん

優秀賞 金井
小学校 1年 末

すえ
武
たけ

　紗
さ

恵
え はなびは

ただしくつかおう

優秀賞 金井
小学校 2年 青

あお
木
き

　　 統
もとし 火のそばから

はなれないで

入選 金井
小学校 1年 笠

かさ
井
い

　俐
り

希
き みんなで

ひのようじん

入選 二宮
小学校 2年 桝

ます
谷
や

　奏
かな

太
た 大切なものを

まもろう

入選 内海府
小学校 3年 小

こ
竹
たけ

　羽
わ か な

奏
火事になるよ
ぜったいやめて

入選 内海府
小学校 3年 佐

さ
藤
とう

　太
た

斐
び 火の用心

高学年の部
学校名 学年 氏名 題名

最優
秀賞

両津
吉井

小学校
5年 佐

さ
藤
とう

　夢
む

琉
うる

とりあつかい
正しく学んで
火の用心

優秀賞 金井
小学校 6年 内

うち
田
だ

　海
かい

聖
せい たこ足配線

気をつけよう

優秀賞 高千
小学校 6年 山

やま
本
もと

　芽
め

依
い 火事はこわいよ

入選
両津
吉井

小学校
4年 山

やま
本
もと

　彩
い ろ は

華
火事にそなえよう！
防火ポスター

入選 真野
小学校 6年 相

さ が ら
良　風

ふう
花
か たき火の責任

入選 真野
小学校 6年 佐

さ さ き
々木優

ゆう
斗
と 家族で点検

火のしまつ

低
学
年
の
部
　
最
優
秀
賞

高
学
年
の
部
　
最
優
秀
賞

入賞者発表入賞者発表

二
宮
小
学
校
３
年

二
宮
小
学
校
３
年
　　
桝桝ま
す
ま
す
谷谷やや

　
く
る
み

　
く
る
み
さ
ん
さ
ん

両
津
吉
井
小
学
校
５
年

両
津
吉
井
小
学
校
５
年
　　
佐佐ささ

藤藤と
う
と
う

　　
夢夢む
う
る

む
う
る琉琉

さ
ん
さ
ん

空メールを送信




